
（様式８）

　　文部科学大臣　殿

富山高等専門学校長　

賞雅 寛而

②設置者名

④所在地

⑦認定等年月日

⑬変更内容

⑭連絡先

担当者名

電話番号

所属部署名 教務課 米内　治

E-mail kyoumu@nc-toyama.ac.jp 076-493-5405

⑪教育プログラムの自己点検・

評価結果の公表URL
https://www.nc-toyama.ac.jp/about/evaluation/3rdparty/suuri_datascience_ai/

⑫プログラムを構成している授

業科目について
全学部・学科に開講されている

1

変更事項 新（変更後） 旧（変更前） 変更年月日

科目および修了要件の追加

データサイエンスⅠ、

データサイエンスⅡ

（令和３年度以降入学生につ

いて）

R3.4.1

変更理由

令和3年度からの新課程開始に伴う、令和３年度以降入学生に対する教育プログラムを構成する科目および修了要件の設定

の必要が生じたため（R3.6.30に認定を受けた教育プログラムへの追加）

⑧プログラムを改善・進化させる

ための体制（委員会・組織等）
自己点検評価委員会数理・データサイエンス・AI専門部会

⑨教育プログラム概要の公表

URL
https://www.nc-toyama.ac.jp/about/evaluation/3rdparty/suuri_datascience_ai/

⑩プログラムの自己点検・評価

を行う体制（委員会・組織等）
自己点検評価委員会

⑥認定等の結果
数理・データサイエンス・AI教育プログラム

（リテラシーレベル）
令和3年6月30日

数理・データサイエンス・AI教育プログラムとして認定等されたプログラムの変更について

　数理・データサイエンス・AI教育プログラムとして認定等されたプログラムについて、下記のとおり変更します。

記

①学校名 富山高等専門学校
独立行政法人

国立高等専門学校機構

③設置形態 高等専門学校 富山県富山市本郷町１３番地

⑤プログラム名 富山高等専門学校数理・データサイエンス・AI教育プログラム

令和4年3月23日
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様式２－１

学校名：

①教育プログラムの修了要件

②具体的な修了要件

③ 授業科目名称

1 26

2 27

3 28

4 29

5 30

6 31

7 32

8 33

9 34

10 35

11 36

12 37

13 38

14 39

15 40

16 41

17 42

18 43

19 44

20 45

21 46

22 47

23 48

24 49

25 50

富山高等専門学校

プログラムを構成する授業科目について

学部・学科によって、修了要件は相違する

令和2年度以前の機械システム工学科の入学生について、所定科目を全て取得してい
ること。

授業科目名称 授業科目名称

情報基礎（1年）

技術者倫理入門（1年）

情報処理Ⅰ（2年）

確率と統計（3年）
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様式２－２

学校名：

①教育プログラムの修了要件

②具体的な修了要件

③ 授業科目名称

1 26

2 27

3 28

4 29

5 30

6 31

7 32

8 33

9 34

10 35

11 36

12 37

13 38

14 39

15 40

16 41

17 42

18 43

19 44

20 45

21 46

22 47

23 48

24 49

25 50

富山高等専門学校

プログラムを構成する授業科目について

学部・学科によって、修了要件は相違する

令和2年度以前の電気制御システム工学科の入学生について、所定科目を全て取得し
ていること。

授業科目名称 授業科目名称

情報基礎（1年）

技術者倫理入門（1年）

ものづくり基礎工学実験（1年）

確率と統計（3年）
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様式２－３

学校名：

①教育プログラムの修了要件

②具体的な修了要件

③ 授業科目名称

1 26

2 27

3 28

4 29

5 30

6 31

7 32

8 33

9 34

10 35

11 36

12 37

13 38

14 39

15 40

16 41

17 42

18 43

19 44

20 45

21 46

22 47

23 48

24 49

25 50

富山高等専門学校

プログラムを構成する授業科目について

学部・学科によって、修了要件は相違する

令和2年度以前の物質化学工学科の入学生については、所定科目を全て取得している
こと。

授業科目名称 授業科目名称

情報基礎（1年）

技術者倫理入門（1年）

情報処理Ⅰ（2年）

確率と統計（3年）
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様式２－４

学校名：

①教育プログラムの修了要件

②具体的な修了要件

③ 授業科目名称

1 26

2 27

3 28

4 29

5 30

6 31

7 32

8 33

9 34

10 35

11 36

12 37

13 38

14 39

15 40

16 41

17 42

18 43

19 44

20 45

21 46

22 47

23 48

24 49

25 50

富山高等専門学校

プログラムを構成する授業科目について

学部・学科によって、修了要件は相違する

令和2年度以前の電子情報工学科の入学生について、所定科目を全て取得しているこ
と。

授業科目名称 授業科目名称

情報基礎（1年）

技術者倫理入門（1年）

電子情報工学実験Ⅰ（2年）

確率と統計（3年）
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様式２－５

学校名：

①教育プログラムの修了要件

②具体的な修了要件

③ 授業科目名称

1 26

2 27

3 28

4 29

5 30

6 31

7 32

8 33

9 34

10 35

11 36

12 37

13 38

14 39

15 40

16 41

17 42

18 43

19 44

20 45

21 46

22 47

23 48

24 49

25 50

富山高等専門学校

プログラムを構成する授業科目について

学部・学科によって、修了要件は相違する

令和2年度以前の国際ビジネス学科の入学生について、所定科目を全て取得している
こと。

授業科目名称 授業科目名称

商学概論Ⅰ（1年）

情報基礎Ⅱ（1年）

情報基礎演習Ⅰ（1年）

情報基礎Ⅳ（2年）

情報基礎演習Ⅱ（2年）
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様式２－６

学校名：

①教育プログラムの修了要件

②具体的な修了要件

③ 授業科目名称

1 26

2 27

3 28

4 29

5 30

6 31

7 32

8 33

9 34

10 35

11 36

12 37

13 38

14 39

15 40

16 41

17 42

18 43

19 44

20 45

21 46

22 47

23 48

24 49

25 50

学部・学科によって、修了要件は相違する

富山高等専門学校

プログラムを構成する授業科目について

授業科目名称 授業科目名称

令和2年度以前の商船学科の入学生について、所定科目を全て取得していること。

情報処理Ⅰ（1年）

確率と統計（3年）

情報処理Ⅱ（3年）
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様式２ー７

学校名：

①教育プログラムの修了要件

②具体的な修了要件

③ 授業科目名称

1 26

2 27

3 28

4 29

5 30

6 31

7 32

8 33

9 34

10 35

11 36

12 37

13 38

14 39

15 40

16 41

17 42

18 43

19 44

20 45

21 46

22 47

23 48

24 49

25 50

富山高等専門学校

プログラムを構成する授業科目について

学部・学科によって、修了要件は相違しない

令和3年度以降の全学科の入学生について, 1年次全学開講のデータサイエンスⅠおよ
びデータサイエンスⅡを取得すること.

授業科目名称 授業科目名称

データサイエンスⅠ（1年）

データサイエンスⅡ（1年）
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様式４－１

学校名： 富山高等専門学校

①プログラムを構成する授業の内容・概要（数理・データサイエンス・AI（リテラシーレベル）モデルカリキュラムの「導入」、「基礎」、「心得」に相当）

授業に含まれている内容・要素

授業科目名称

技術者倫理入門

講義テーマ

社会問題とそれを解決する技術的な取り組み（７〜１２）

プログラムの授業内容・概要

授業概要

　地域や世界など現在社会で起きている変化(デジタル社会、Society5.0等)を概観し、データやAI、および様々な専門分
野の技術が関わっていることを学ぶ。合わせて、これらの社会変化やデータ、AIや専門技術などが我々の日常生活や社
会活動にどのように組み込まれているかを学び、新たな技術革新やサービス展開および日常生活や社会活動に及ぼす
影響を考える。
　当該授業において、現代社会の問題やそれに取り組む技術等をグループワークにて調査、発表しディスカッションする。

（１）現在進行中の
社会変化（第４次産
業革命、Society
5.0、データ駆動型
社会等）に深く寄与
しているものであ
り、それが自らの生
活と密接に結びつ
いている

※モデルカリキュラ
ム導入１－１、導入
１－６が該当
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授業科目名称

技術者倫理入門

（２）「社会で活用さ
れているデータ」や
「データの活用領
域」は非常に広範
囲であって、日常生
活や社会の課題を
解決する有用な
ツールになり得るも
の

※モデルカリキュラ
ム導入１－２、導入
１－３が該当

授業概要

　地域や世界など現代社会および情報化社会を概観し、日常生活や社会活動で様々な種類のデータがあることを学ぶ。
また、データの活用が社会活動に重要であることや広範な分野の課題を解決するのに有用であることを学ぶ。
　当該授業において、現代社会の問題を学び、その解決に活用する具体的な技術やデータの種類をグループワークにて
調査、発表しディスカッションする。

講義テーマ

社会問題とそれを解決する技術的な取り組み（７〜１２）

10



授業科目名称

技術者倫理入門

（３）様々なデータ利
活用の現場におけ
るデータ利活用事
例が示され、様々な
適用領域（流通、製
造、金融、サービ
ス、インフラ、公共、
ヘルスケア等）の知
見と組み合わせる
ことで価値を創出す
るもの

※モデルカリキュラ
ム導入１－４、導入
１－５が該当

授業概要

　地域や世界など現代社会および情報化社会を概観し、様々な分野でデータの利活用事例を学ぶ。それを通して、AI・数
理データの技術は様々な専門分野や応用領域の知識と組み合わせることで、価値創出し、我々の生活を豊かにするもの
であることを学ぶ。
　当該授業において、現代社会の問題を学び、種々のデータが広範な分野に応用されていることを学ぶ。これらの技術が
様々な専門分野にまたがっていること、およびその組み合わせで生活が豊かになっていることをグループワークにて調
査、発表しディスカッションする。

講義テーマ

社会問題とそれを解決する技術的な取り組み（７〜１２）
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授業科目名称

情報基礎

（４）活用に当たって
の様々な留意事項
（ELSI、個人情報、
データ倫理、ＡＩ社会
原則等）を考慮し、
情報セキュリティや
情報漏洩等、データ
を守る上での留意
事項への理解をす
る

※モデルカリキュラ
ム心得３－１、心得
３－２が該当

授業概要

　データを扱う際に必要な原則、法規や倫理について学ぶ。日常生活や社会活動における実例などを通して、これらの
データの活用にあたっての留意事項を考慮することが重要であることを学ぶ。合わせて、情報セキュリティやその技術な
どを学び、データを守る上での重要事項を学ぶ。
　当該授業において、情報通信社会、インターネットの進化や産業の変化を外観し、身近なインターネット社会のコミュニ
ケーションやサービスを題材にして、情報データの取り扱い方法、活用方法の留意事項および重要事項を学ぶ。

講義テーマ

インターネットと情報モラル（２〜５）
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授業科目名称

情報処理Ⅰ

確率と統計

（５）実データ・実課
題（学術データ等を
含む）を用いた演習
など、社会での実例
を題材として、「デー
タを読む、説明す
る、扱う」といった数
理・データサイエン
ス・ＡＩの基本的な活
用法に関するもの

※モデルカリキュラ
ム基礎２－１、基礎
２－２、基礎２－３が
該当

授業概要

　データの代表値、ばらつきや表現の仕方を学び、実データを用いた演習によりデータの特徴を捉える方法を学ぶ。デー
タを実問題へ適用し活用するための取り扱い方や分析方法などを学ぶ。
　当該授業において、データを特徴づける値の定義や取り扱いを学ぶとともに、Excelでのデータの処理方法、関数の扱
い方、グラフの作成法を演習し、可視化したデータから特徴を読むことを実習する。

講義テーマ

表計算ソフトを用いたグラフ作製、演習（４〜７）

確率（３、４）、データの整理（９〜１３）
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②プログラムを構成する授業の内容・概要（数理・データサイエンス・AI（リテラシーレベル）モデルカリキュラムの「選択」に相当）

授業に含まれている内容・要素

統計及び数理基礎

アルゴリズム基礎

データ構造とプログ
ラミング基礎

時系列データ解析

テキスト解析

画像解析

データハンドリング

データ活用実践（教
師あり学習）

その他

③プログラムの授業内容等を公表しているアドレス

④プログラムの学修成果（学生等が身に付けられる能力等）

デジタル社会の「読み・書き・そろばん」である数理・データサイエンス・AIの基礎的素養を身につけ、自らの専門分野に応用できること。
社会情勢や社会での実例を学び、人間中心の適切な判断ができ、学修した知識やスキル等を説明、活用できること。

https://www.nc-toyama.ac.jp/about/evaluation/3rdparty/suuri_datascience_ai/

授業科目名称

確率と統計
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様式４－２

学校名： 富山高等専門学校

①プログラムを構成する授業の内容・概要（数理・データサイエンス・AI（リテラシーレベル）モデルカリキュラムの「導入」、「基礎」、「心得」に相当）

授業に含まれている内容・要素

授業科目名称

情報基礎

ものづくり基礎工学実験

プログラムの授業内容・概要

授業概要

（１）現在進行中の
社会変化（第４次産
業革命、Society
5.0、データ駆動型
社会等）に深く寄与
しているものであ
り、それが自らの生
活と密接に結びつ
いている

※モデルカリキュラ
ム導入１－１、導入
１－６が該当

　地域や世界など現在社会で起きている変化(デジタル社会、Society5.0等)を概観し、データやAI、および様々な専門分
野の技術が関わっていることを学ぶ。合わせて、これらの社会変化やデータ、AIや専門技術などが我々の日常生活や社
会活動にどのように組み込まれているかを学び、新たな技術革新やサービス展開および日常生活や社会活動に及ぼす
影響を考える。
　当該授業において、情報技術と情報化で社会がどのように変化するか、社会に及ぼす影響を講義形式で学ぶ。また、
グループにわかれて、AIや数理データを専門とする教員の研究室にて、研究の紹介および実習を通して、最新技術につ
いて体験する。

講義テーマ

産業社会と情報技術（１）

学科教員紹介[研究室体験]（２〜５）
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授業科目名称

ものづくり基礎工学実験

（２）「社会で活用さ
れているデータ」や
「データの活用領
域」は非常に広範
囲であって、日常生
活や社会の課題を
解決する有用な
ツールになり得るも
の

※モデルカリキュラ
ム導入１－２、導入
１－３が該当

授業概要

　地域や世界など現代社会および情報化社会を概観し、日常生活や社会活動で様々な種類のデータがあることを学ぶ。
また、データの活用が社会活動に重要であることや広範な分野の課題を解決するのに有用であることを学ぶ。
　当該授業において、グループにわかれて、AIや数理データを専門とする教員の研究室にて、研究の紹介および実習を
通して、 活用される種々のデータがあることや広範な活用の実例を学ぶ。

講義テーマ

学科教員紹介[研究室体験]（２〜５）
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授業科目名称

技術者倫理入門

（３）様々なデータ利
活用の現場におけ
るデータ利活用事
例が示され、様々な
適用領域（流通、製
造、金融、サービ
ス、インフラ、公共、
ヘルスケア等）の知
見と組み合わせる
ことで価値を創出す
るもの

※モデルカリキュラ
ム導入１－４、導入
１－５が該当

授業概要

　地域や世界など現代社会および情報化社会を概観し、様々な分野でデータの利活用事例を学ぶ。それを通して、AI・数
理データの技術は様々な専門分野や応用領域の知識と組み合わせることで、価値創出し、我々の生活を豊かにするもの
であることを学ぶ。
　当該授業において、現代社会の問題を学び、種々のデータが広範な分野に応用されていることを学ぶ。これらの技術が
様々な専門分野にまたがっていること、およびその組み合わせで生活が豊かになっていることをグループワークにて調
査、発表しディスカッションする。

講義テーマ

チーム調査・ディスカッション（１０〜１４）
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授業科目名称

情報基礎

授業概要

　データを扱う際に必要な原則、法規や倫理について学ぶ。日常生活や社会活動における実例などを通して、これらの
データの活用にあたっての留意事項を考慮することが重要であることを学ぶ。合わせて、情報セキュリティやその技術な
どを学び、データを守る上での重要事項を学ぶ。
　当該授業において、情報通信社会、インターネットの進化や産業の変化を外観し、身近なインターネット社会のコミュニ
ケーションやサービスを題材にして、情報データの取り扱い方法、活用方法の留意事項および重要事項を学ぶ。

講義テーマ

情報モラルとセキュリティ（２）

（４）活用に当たって
の様々な留意事項
（ELSI、個人情報、
データ倫理、ＡＩ社会
原則等）を考慮し、
情報セキュリティや
情報漏洩等、データ
を守る上での留意
事項への理解をす
る

※モデルカリキュラ
ム心得３－１、心得
３－２が該当
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授業科目名称

ものづくり基礎工学実験

確率と統計

（５）実データ・実課
題（学術データ等を
含む）を用いた演習
など、社会での実例
を題材として、「デー
タを読む、説明す
る、扱う」といった数
理・データサイエン
ス・ＡＩの基本的な活
用法に関するもの

※モデルカリキュラ
ム基礎２－１、基礎
２－２、基礎２－３が
該当

授業概要

　データの代表値、ばらつきや表現の仕方を学び、実データを用いた演習によりデータの特徴を捉える方法を学ぶ。デー
タを実問題へ適用し活用するための取り扱い方や分析方法などを学ぶ。
　当該授業において、データを特徴づける値の定義や取り扱いを学ぶとともに、Excelでのデータの処理方法、関数の扱
い方、グラフの作成法を演習し、可視化したデータから特徴を読むことを実習する。

講義テーマ

情報リテラシ[Excel操作]（８）

確率（３、４）、データの整理（９〜１３）
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②プログラムを構成する授業の内容・概要（数理・データサイエンス・AI（リテラシーレベル）モデルカリキュラムの「選択」に相当）

授業に含まれている内容・要素

統計及び数理基礎

アルゴリズム基礎

データ構造とプログ
ラミング基礎

時系列データ解析

テキスト解析

画像解析

データハンドリング

データ活用実践（教
師あり学習）

その他

③プログラムの授業内容等を公表しているアドレス

④プログラムの学修成果（学生等が身に付けられる能力等）

授業科目名称

確率と統計

ものづくり基礎工学実験

https://www.nc-toyama.ac.jp/about/evaluation/3rdparty/suuri_datascience_ai/

デジタル社会の「読み・書き・そろばん」である数理・データサイエンス・AIの基礎的素養を身につけ、自らの専門分野に応用できること。
社会情勢や社会での実例を学び、人間中心の適切な判断ができ、学修した知識やスキル等を説明、活用できること。

情報基礎

ものづくり基礎工学実験
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様式４－３

学校名： 富山高等専門学校

①プログラムを構成する授業の内容・概要（数理・データサイエンス・AI（リテラシーレベル）モデルカリキュラムの「導入」、「基礎」、「心得」に相当）

授業に含まれている内容・要素

授業科目名称

技術者倫理入門

プログラムの授業内容・概要

授業概要

（１）現在進行中の
社会変化（第４次産
業革命、Society
5.0、データ駆動型
社会等）に深く寄与
しているものであ
り、それが自らの生
活と密接に結びつ
いている

※モデルカリキュラ
ム導入１－１、導入
１－６が該当

　地域や世界など現在社会で起きている変化(デジタル社会、Society5.0等)を概観し、データやAI、および様々な専門分
野の技術が関わっていることを学ぶ。合わせて、これらの社会変化やデータ、AIや専門技術などが我々の日常生活や社
会活動にどのように組み込まれているかを学び、新たな技術革新やサービス展開および日常生活や社会活動に及ぼす
影響を考える。
　当該授業において、現代社会における課題およびAI・数理データの活用も含む持続可能な開発に関するグループワー
クにて調査、発表しディスカッションする。

講義テーマ

情報・技術者倫理、グループワーク（１〜７、９〜１４）
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授業科目名称

技術者倫理入門

（２）「社会で活用さ
れているデータ」や
「データの活用領
域」は非常に広範
囲であって、日常生
活や社会の課題を
解決する有用な
ツールになり得るも
の

※モデルカリキュラ
ム導入１－２、導入
１－３が該当

授業概要

　地域や世界など現代社会および情報化社会を概観し、日常生活や社会活動で様々な種類のデータがあることを学ぶ。
また、データの活用が社会活動に重要であることや広範な分野の課題を解決するのに有用であることを学ぶ。
　当該授業において、現代社会における課題を学び、その解決に活用する持続可能な技術やデータの種類に関するグ
ループワークにて調査、発表しディスカッションする。

講義テーマ

情報・技術者倫理、グループワーク（１〜７、９〜１４）

22



授業科目名称

技術者倫理入門

（３）様々なデータ利
活用の現場におけ
るデータ利活用事
例が示され、様々な
適用領域（流通、製
造、金融、サービ
ス、インフラ、公共、
ヘルスケア等）の知
見と組み合わせる
ことで価値を創出す
るもの

※モデルカリキュラ
ム導入１－４、導入
１－５が該当

授業概要

　地域や世界など現代社会および情報化社会を概観し、様々な分野でデータの利活用事例を学ぶ。それを通して、AI・数
理データの技術は様々な専門分野や応用領域の知識と組み合わせることで、価値創出し、我々の生活を豊かにするもの
であることを学ぶ。
　当該授業において、現代社会の問題を学び、種々のデータが広範な分野に応用されていることを学ぶ。これらの技術が
様々な専門分野にまたがっていること、およびその組み合わせで生活が豊かになっていることをグループワークにて調
査、発表しディスカッションする。

講義テーマ

情報・技術者倫理、グループワーク（１〜７、９〜１４）
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授業科目名称

情報基礎

授業概要

　データを扱う際に必要な原則、法規や倫理について学ぶ。日常生活や社会活動における実例などを通して、これらの
データの活用にあたっての留意事項を考慮することが重要であることを学ぶ。合わせて、情報セキュリティやその技術な
どを学び、データを守る上での重要事項を学ぶ。
　当該授業において、情報通信社会、インターネットの進化や産業の変化を外観し、身近なインターネット社会のコミュニ
ケーションやサービスを題材にして、情報データの取り扱い方法、活用方法の留意事項および重要事項を学ぶ。

講義テーマ

情報モラル（６〜８）

（４）活用に当たって
の様々な留意事項
（ELSI、個人情報、
データ倫理、ＡＩ社会
原則等）を考慮し、
情報セキュリティや
情報漏洩等、データ
を守る上での留意
事項への理解をす
る

※モデルカリキュラ
ム心得３－１、心得
３－２が該当
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授業科目名称

情報処理Ⅰ

確率と統計

（５）実データ・実課
題（学術データ等を
含む）を用いた演習
など、社会での実例
を題材として、「デー
タを読む、説明す
る、扱う」といった数
理・データサイエン
ス・ＡＩの基本的な活
用法に関するもの

※モデルカリキュラ
ム基礎２－１、基礎
２－２、基礎２－３が
該当

授業概要

　データの代表値、ばらつきや表現の仕方を学び、実データを用いた演習によりデータの特徴を捉える方法を学ぶ。デー
タを実問題へ適用し活用するための取り扱い方や分析方法などを学ぶ。
　当該授業において、データを特徴づける値の定義や取り扱いを学ぶとともに、Excelでのデータの処理方法、関数の扱
い方、グラフの作成法を演習し、可視化したデータから特徴を読むことを実習する。

講義テーマ

表計算機能（３）、グラフ作成（１１〜１３）

確率（３、４）、データの整理（９〜１３）
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②プログラムを構成する授業の内容・概要（数理・データサイエンス・AI（リテラシーレベル）モデルカリキュラムの「選択」に相当）

授業に含まれている内容・要素

統計及び数理基礎

アルゴリズム基礎

データ構造とプログ
ラミング基礎

時系列データ解析

テキスト解析

画像解析

データハンドリング

データ活用実践（教
師あり学習）

その他

③プログラムの授業内容等を公表しているアドレス

④プログラムの学修成果（学生等が身に付けられる能力等）

授業科目名称

確率と統計

https://www.nc-toyama.ac.jp/about/evaluation/3rdparty/suuri_datascience_ai/

デジタル社会の「読み・書き・そろばん」である数理・データサイエンス・AIの基礎的素養を身につけ、自らの専門分野に応用できること。
社会情勢や社会での実例を学び、人間中心の適切な判断ができ、学修した知識やスキル等を説明、活用できること。
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様式４－４

学校名： 富山高等専門学校

①プログラムを構成する授業の内容・概要（数理・データサイエンス・AI（リテラシーレベル）モデルカリキュラムの「導入」、「基礎」、「心得」に相当）

授業に含まれている内容・要素

授業科目名称

技術者倫理入門

プログラムの授業内容・概要

授業概要

（１）現在進行中の
社会変化（第４次産
業革命、Society
5.0、データ駆動型
社会等）に深く寄与
しているものであ
り、それが自らの生
活と密接に結びつ
いている

※モデルカリキュラ
ム導入１－１、導入
１－６が該当

　地域や世界など現在社会で起きている変化(デジタル社会、Society5.0等)を概観し、データやAI、および様々な専門分
野の技術が関わっていることを学ぶ。合わせて、これらの社会変化やデータ、AIや専門技術などが我々の日常生活や社
会活動にどのように組み込まれているかを学び、新たな技術革新やサービス展開および日常生活や社会活動に及ぼす
影響を考える。
　当該授業において、現代社会において生じた問題を捉え、また情報通信技術およびコンピュータ技術を用いた課題解決
方法について学ぶ。

講義テーマ

問題解決の方法論（４、５）、事例研究（１１、１２）
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授業科目名称

技術者倫理入門

（２）「社会で活用さ
れているデータ」や
「データの活用領
域」は非常に広範
囲であって、日常生
活や社会の課題を
解決する有用な
ツールになり得るも
の

※モデルカリキュラ
ム導入１－２、導入
１－３が該当

授業概要

　地域や世界など現代社会および情報化社会を概観し、日常生活や社会活動で様々な種類のデータがあることを学ぶ。
また、データの活用が社会活動に重要であることや広範な分野の課題を解決するのに有用であることを学ぶ。
　当該授業において、現代社会において生じた問題を捉え、また情報通信技術およびコンピュータ技術を支える種々の
データおよびその広範な活用について学ぶ。

講義テーマ

問題解決の方法論（４、５）、事例研究（１１、１２）
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授業科目名称

技術者倫理入門

（３）様々なデータ利
活用の現場におけ
るデータ利活用事
例が示され、様々な
適用領域（流通、製
造、金融、サービ
ス、インフラ、公共、
ヘルスケア等）の知
見と組み合わせる
ことで価値を創出す
るもの

※モデルカリキュラ
ム導入１－４、導入
１－５が該当

授業概要

　地域や世界など現代社会および情報化社会を概観し、様々な分野でデータの利活用事例を学ぶ。それを通して、AI・数
理データの技術は様々な専門分野や応用領域の知識と組み合わせることで、価値創出し、我々の生活を豊かにするもの
であることを学ぶ。
　当該授業において、現代社会において生じた問題を捉え、種々のデータが広範な分野に応用されていることを学ぶ。こ
れらの技術が様々な専門分野にまたがっていること、およびその組み合わせで生活が豊かになっていることを学ぶ。

講義テーマ

問題解決の方法論（４、５）、事例研究（１１、１２）
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授業科目名称

技術者倫理入門

情報基礎

授業概要

　データを扱う際に必要な原則、法規や倫理について学ぶ。日常生活や社会活動における実例などを通して、これらの
データの活用にあたっての留意事項を考慮することが重要であることを学ぶ。合わせて、情報セキュリティやその技術な
どを学び、データを守る上での重要事項を学ぶ。
　当該授業において、情報通信社会、インターネットの進化や産業の変化を外観し、身近なインターネット社会のコミュニ
ケーションやサービスを題材にして、情報データの取り扱い方法、活用方法の留意事項および重要事項を学ぶ。

講義テーマ

情報とセキュリティ（６、７）、情報倫理（１３〜１５）

情報の加工、発信、管理、セキュリティ（１２〜１４）

（４）活用に当たって
の様々な留意事項
（ELSI、個人情報、
データ倫理、ＡＩ社会
原則等）を考慮し、
情報セキュリティや
情報漏洩等、データ
を守る上での留意
事項への理解をす
る

※モデルカリキュラ
ム心得３－１、心得
３－２が該当

30



授業科目名称

電子情報工学実験Ⅰ

確率と統計

（５）実データ・実課
題（学術データ等を
含む）を用いた演習
など、社会での実例
を題材として、「デー
タを読む、説明す
る、扱う」といった数
理・データサイエン
ス・ＡＩの基本的な活
用法に関するもの

※モデルカリキュラ
ム基礎２－１、基礎
２－２、基礎２－３が
該当

授業概要

　データの代表値、ばらつきや表現の仕方を学び、実データを用いた演習によりデータの特徴を捉える方法を学ぶ。デー
タを実問題へ適用し活用するための取り扱い方や分析方法などを学ぶ。
　当該授業において、データを特徴づける値の定義や取り扱いを学ぶとともに、Excelでのデータの処理方法、関数の扱
い方、グラフの作成法を演習し、可視化したデータから特徴を読むことを実習する。

講義テーマ

実験基礎（１０、１１）

確率（２）、データの整理（５〜７）
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②プログラムを構成する授業の内容・概要（数理・データサイエンス・AI（リテラシーレベル）モデルカリキュラムの「選択」に相当）

授業に含まれている内容・要素

統計及び数理基礎

アルゴリズム基礎

データ構造とプログ
ラミング基礎

時系列データ解析

テキスト解析

画像解析

データハンドリング

データ活用実践（教
師あり学習）

その他

③プログラムの授業内容等を公表しているアドレス

④プログラムの学修成果（学生等が身に付けられる能力等）

授業科目名称

確率と統計

https://www.nc-toyama.ac.jp/about/evaluation/3rdparty/suuri_datascience_ai/

デジタル社会の「読み・書き・そろばん」である数理・データサイエンス・AIの基礎的素養を身につけ、自らの専門分野に応用できること。
社会情勢や社会での実例を学び、人間中心の適切な判断ができ、学修した知識やスキル等を説明、活用できること。

電子情報工学実験Ⅰ

電子情報工学実験Ⅰ
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様式４－５

学校名： 富山高等専門学校

①プログラムを構成する授業の内容・概要（数理・データサイエンス・AI（リテラシーレベル）モデルカリキュラムの「導入」、「基礎」、「心得」に相当）

授業に含まれている内容・要素

授業科目名称

情報基礎Ⅱ

商学概論Ⅰ

プログラムの授業内容・概要

授業概要

（１）現在進行中の
社会変化（第４次産
業革命、Society
5.0、データ駆動型
社会等）に深く寄与
しているものであ
り、それが自らの生
活と密接に結びつ
いている

※モデルカリキュラ
ム導入１－１、導入
１－６が該当

　地域や世界など現在社会で起きている変化(デジタル社会、Society5.0等)を概観し、データやAI、および様々な専門分
野の技術が関わっていることを学ぶ。合わせて、これらの社会変化やデータ、AIや専門技術などが我々の日常生活や社
会活動にどのように組み込まれているかを学び、新たな技術革新やサービス展開および日常生活や社会活動に及ぼす
影響を考える。
　当該授業において、第4次産業革命をはじめ現代社会の流れをマーケティングや経営技術を通して学ぶ。また、経済的
活動および流通等などを例に、社会の変化とビジネスの発展、サービスと技術を通して、経済の仕組みやビジネスについ
て具体例を学び、グループワークにて情報収集、調査を行う。

講義テーマ

企業マネジメント（１４）

経済と流通(２〜７、９）
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授業科目名称

情報基礎Ⅱ

商学概論Ⅰ

（２）「社会で活用さ
れているデータ」や
「データの活用領
域」は非常に広範
囲であって、日常生
活や社会の課題を
解決する有用な
ツールになり得るも
の

※モデルカリキュラ
ム導入１－２、導入
１－３が該当

授業概要

　地域や世界など現代社会および情報化社会を概観し、日常生活や社会活動で様々な種類のデータがあることを学ぶ。
また、データの活用が社会活動に重要であることや広範な分野の課題を解決するのに有用であることを学ぶ。
　当該授業において、経済的活動および流通等などを例に、社会の変化とビジネスの発展、サービスと技術を通して、経
済の仕組みやビジネスの展開に必要な種々のデータおよびその広範な活用例を学び、グループワークにて情報収集、調
査を行う。

講義テーマ

企業マネジメント（１４）

経済と流通(２〜７、９）
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授業科目名称

情報基礎Ⅱ

商学概論Ⅰ

（３）様々なデータ利
活用の現場におけ
るデータ利活用事
例が示され、様々な
適用領域（流通、製
造、金融、サービ
ス、インフラ、公共、
ヘルスケア等）の知
見と組み合わせる
ことで価値を創出す
るもの

※モデルカリキュラ
ム導入１－４、導入
１－５が該当

授業概要

　地域や世界など現代社会および情報化社会を概観し、様々な分野でデータの利活用事例を学ぶ。それを通して、AI・数
理データの技術は様々な専門分野や応用領域の知識と組み合わせることで、価値創出し、我々の生活を豊かにするもの
であることを学ぶ。
　当該授業において、経済的活動および流通等などを例に、種々のデータが広範な分野に応用されていることを学ぶ。こ
れらの技術が様々な専門分野にまたがっていること、およびその組み合わせで生活が豊かになっていることをグループ
ワークにて情報収集、調査を行う。

講義テーマ

企業マネジメント（１４）

経済と流通(２〜７、９）
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授業科目名称

情報基礎Ⅱ

情報基礎Ⅳ

授業概要

　データを扱う際に必要な原則、法規や倫理について学ぶ。日常生活や社会活動における実例などを通して、これらの
データの活用にあたっての留意事項を考慮することが重要であることを学ぶ。合わせて、情報セキュリティやその技術な
どを学び、データを守る上での重要事項を学ぶ。
　当該授業において、情報通信社会、インターネットの進化や産業の変化を外観し、身近なインターネット社会のコミュニ
ケーションやサービスを題材にして、情報データの取り扱い方法、活用方法の留意事項および重要事項を学ぶ。

講義テーマ

企業とコンプライアンス(１１）

情報モラルとネットワークセキュリティ(７〜１０）、コンピュータセキュリティ（１１〜１４）

（４）活用に当たって
の様々な留意事項
（ELSI、個人情報、
データ倫理、ＡＩ社会
原則等）を考慮し、
情報セキュリティや
情報漏洩等、データ
を守る上での留意
事項への理解をす
る

※モデルカリキュラ
ム心得３－１、心得
３－２が該当
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授業科目名称

情報基礎演習Ⅰ

情報基礎演習Ⅱ

（５）実データ・実課
題（学術データ等を
含む）を用いた演習
など、社会での実例
を題材として、「デー
タを読む、説明す
る、扱う」といった数
理・データサイエン
ス・ＡＩの基本的な活
用法に関するもの

※モデルカリキュラ
ム基礎２－１、基礎
２－２、基礎２－３が
該当

授業概要

　データの代表値、ばらつきや表現の仕方を学び、実データを用いた演習によりデータの特徴を捉える方法を学ぶ。デー
タを実問題へ適用し活用するための取り扱い方や分析方法などを学ぶ。
　当該授業において、データを特徴づける値の定義や取り扱いを学ぶとともに、Excelでのデータの処理方法、関数の扱
い方、グラフの作成法を演習し、可視化したデータから特徴を読むことを実習する。

講義テーマ

 Excel活用（前期１１〜１４、後期２〜８）

データの整理（前期５、６）、グラフ作成（後期２〜４）

37



②プログラムを構成する授業の内容・概要（数理・データサイエンス・AI（リテラシーレベル）モデルカリキュラムの「選択」に相当）

授業に含まれている内容・要素

統計及び数理基礎

アルゴリズム基礎

データ構造とプログ
ラミング基礎

時系列データ解析

テキスト解析

画像解析

データハンドリング

データ活用実践（教
師あり学習）

その他

③プログラムの授業内容等を公表しているアドレス

④プログラムの学修成果（学生等が身に付けられる能力等）

授業科目名称

https://www.nc-toyama.ac.jp/about/evaluation/3rdparty/suuri_datascience_ai/

デジタル社会の「読み・書き・そろばん」である数理・データサイエンス・AIの基礎的素養を身につけ、自らの専門分野に応用できること。
社会情勢や社会での実例を学び、人間中心の適切な判断ができ、学修した知識やスキル等を説明、活用できること。
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様式４－６

学校名： 富山高等専門学校

①プログラムを構成する授業の内容・概要（数理・データサイエンス・AI（リテラシーレベル）モデルカリキュラムの「導入」、「基礎」、「心得」に相当）

授業に含まれている内容・要素

授業科目名称

情報処理Ⅰ

プログラムの授業内容・概要

授業概要

（１）現在進行中の
社会変化（第４次産
業革命、Society
5.0、データ駆動型
社会等）に深く寄与
しているものであ
り、それが自らの生
活と密接に結びつ
いている

※モデルカリキュラ
ム導入１－１、導入
１－６が該当

　地域や世界など現在社会で起きている変化(デジタル社会、Society5.0等)を概観し、データやAI、および様々な専門分
野の技術が関わっていることを学ぶ。合わせて、これらの社会変化やデータ、AIや専門技術などが我々の日常生活や社
会活動にどのように組み込まれているかを学び、新たな技術革新やサービス展開および日常生活や社会活動に及ぼす
影響を考える。
　当該授業において、情報化社会の概要と必要とされる技術、スキルを学び、その活用法についてレポートを作成すると
ともにプレゼンテーションを行う。

講義テーマ

情報モラル、社会のルール（４〜６）、プレゼンテーション（１３、１４）
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授業科目名称

情報処理Ⅰ

（２）「社会で活用さ
れているデータ」や
「データの活用領
域」は非常に広範
囲であって、日常生
活や社会の課題を
解決する有用な
ツールになり得るも
の

※モデルカリキュラ
ム導入１－２、導入
１－３が該当

授業概要

　地域や世界など現代社会および情報化社会を概観し、日常生活や社会活動で様々な種類のデータがあることを学ぶ。
また、データの活用が社会活動に重要であることや広範な分野の課題を解決するのに有用であることを学ぶ。
　当該授業において、情報化社会の概要と必要とされる技術、スキルを学び、その活用に必要な種々のデータおよび広
範な活用法についてレポートを作成するとともにプレゼンテーションを行う。

講義テーマ

情報モラル、社会のルール（４〜６）、プレゼンテーション（１３、１４）
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授業科目名称

情報処理Ⅰ

（３）様々なデータ利
活用の現場におけ
るデータ利活用事
例が示され、様々な
適用領域（流通、製
造、金融、サービ
ス、インフラ、公共、
ヘルスケア等）の知
見と組み合わせる
ことで価値を創出す
るもの

※モデルカリキュラ
ム導入１－４、導入
１－５が該当

授業概要

　地域や世界など現代社会および情報化社会を概観し、様々な分野でデータの利活用事例を学ぶ。それを通して、AI・数
理データの技術は様々な専門分野や応用領域の知識と組み合わせることで、価値創出し、我々の生活を豊かにするもの
であることを学ぶ。
　当該授業において、情報化社会の概要と必要とされる技術、スキル、また種々のデータが広範な分野に応用されている
ことを学ぶ。これらの技術が様々な専門分野にまたがっていること、およびその組み合わせで生活が豊かになっているこ
とをレポートを作成するとともにプレゼンテーションを行う。

講義テーマ

情報モラル、社会のルール（４〜６）、プレゼンテーション（１３、１４）
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授業科目名称

情報処理Ⅰ

授業概要

　データを扱う際に必要な原則、法規や倫理について学ぶ。日常生活や社会活動における実例などを通して、これらの
データの活用にあたっての留意事項を考慮することが重要であることを学ぶ。合わせて、情報セキュリティやその技術な
どを学び、データを守る上での重要事項を学ぶ。
　当該授業において、情報通信社会、インターネットの進化や産業の変化を外観し、身近なインターネット社会のコミュニ
ケーションやサービスを題材にして、情報データの取り扱い方法、活用方法の留意事項および重要事項を学ぶ。

講義テーマ

情報モラル、社会のルール（４〜６）

（４）活用に当たって
の様々な留意事項
（ELSI、個人情報、
データ倫理、ＡＩ社会
原則等）を考慮し、
情報セキュリティや
情報漏洩等、データ
を守る上での留意
事項への理解をす
る

※モデルカリキュラ
ム心得３－１、心得
３－２が該当
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授業科目名称

情報処理Ⅱ

確率と統計

（５）実データ・実課
題（学術データ等を
含む）を用いた演習
など、社会での実例
を題材として、「デー
タを読む、説明す
る、扱う」といった数
理・データサイエン
ス・ＡＩの基本的な活
用法に関するもの

※モデルカリキュラ
ム基礎２－１、基礎
２－２、基礎２－３が
該当

授業概要

　データの代表値、ばらつきや表現の仕方を学び、実データを用いた演習によりデータの特徴を捉える方法を学ぶ。デー
タを実問題へ適用し活用するための取り扱い方や分析方法などを学ぶ。
　当該授業において、データを特徴づける値の定義や取り扱いを学ぶとともに、Excelでのデータの処理方法、関数の扱
い方、グラフの作成法を演習し、可視化したデータから特徴を読むことを実習する。

講義テーマ

Excel操作と統計処理（２、３）

確率（２）、データの整理（５〜７）
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②プログラムを構成する授業の内容・概要（数理・データサイエンス・AI（リテラシーレベル）モデルカリキュラムの「選択」に相当）

授業に含まれている内容・要素

統計及び数理基礎

アルゴリズム基礎

データ構造とプログ
ラミング基礎

時系列データ解析

テキスト解析

画像解析

データハンドリング

データ活用実践（教
師あり学習）

その他

③プログラムの授業内容等を公表しているアドレス

④プログラムの学修成果（学生等が身に付けられる能力等）

授業科目名称

確率と統計

https://www.nc-toyama.ac.jp/about/evaluation/3rdparty/suuri_datascience_ai/

デジタル社会の「読み・書き・そろばん」である数理・データサイエンス・AIの基礎的素養を身につけ、自らの専門分野に応用できること。
社会情勢や社会での実例を学び、人間中心の適切な判断ができ、学修した知識やスキル等を説明、活用できること。

情報処理Ⅱ
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様式４−７

学校名： 富山高等専門学校

①プログラムを構成する授業の内容・概要（数理・データサイエンス・AI（リテラシーレベル）モデルカリキュラムの「導入」、「基礎」、「心得」に相当）

授業に含まれている内容・要素

授業科目名称

データサイエンスⅠ

データサイエンスⅡ

プログラムの授業内容・概要

授業概要

（１）現在進行中の
社会変化（第４次産
業革命、Society
5.0、データ駆動型
社会等）に深く寄与
しているものであ
り、それが自らの生
活と密接に結びつ
いている

※モデルカリキュラ
ム導入１－１、導入
１－６が該当

　地域や世界など現在社会で起きている変化(デジタル社会、Society5.0等)を概観し、データやAI、および様々
な専門分野の技術が関わっていることを学ぶ。合わせて、これらの社会変化やデータ、AIや専門技術などが我々
の日常生活や社会活動にどのように組み込まれているかを学び、新たな技術革新やサービス展開および日常生活
や社会活動に及ぼす影響を考える。
　当該授業において、現代社会の問題やそれに取り組む技術等をグループワークにて調査、発表しディスカッ
ションする。また、産学連携教育では、チームで担当企業を調査、取材するとともに、データやAI活用との関わ
りをチームで議論し、レポートとしてまとめる。

講義テーマ

数理データサイエンス・AIと社会（３、４[機械・電気・電子・国際・商船]/９、１０[物質]）

産学連携教育(１〜３）
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授業科目名称

データサイエンスⅠ

データサイエンスⅡ

（２）「社会で活用さ
れているデータ」や
「データの活用領
域」は非常に広範
囲であって、日常生
活や社会の課題を
解決する有用な
ツールになり得るも
の

※モデルカリキュラ
ム導入１－２、導入
１－３が該当

授業概要

　地域や世界など現代社会および情報化社会を概観し、日常生活や社会活動で様々な種類のデータがあることを学ぶ。
また、データの活用が社会活動に重要であることや広範な分野の課題を解決するのに有用であることを学ぶ。
　当該授業において、現代社会の問題を学び、その解決に活用する具体的な技術やデータの種類をグループワークにて
調査、発表しディスカッションする。また、産学連携教育では、チームで担当企業を調査、取材するとともに、データやAI活
用との関わりをチームで議論し、レポートとしてまとめる。

講義テーマ

数理データサイエンス・AIの活用技術（５[機械・電気・電子・国際・商船]/１１[物質]）

産学連携教育(１〜３）
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授業科目名称

データサイエンスⅠ

データサイエンスⅡ

（３）様々なデータ利
活用の現場におけ
るデータ利活用事
例が示され、様々な
適用領域（流通、製
造、金融、サービ
ス、インフラ、公共、
ヘルスケア等）の知
見と組み合わせる
ことで価値を創出す
るもの

※モデルカリキュラ
ム導入１－４、導入
１－５が該当

授業概要

　地域や世界など現代社会および情報化社会を概観し、様々な分野でデータの利活用事例を学ぶ。それを通して、AI・数
理データの技術は様々な専門分野や応用領域の知識と組み合わせることで、価値創出し、我々の生活を豊かにするもの
であることを学ぶ。
　当該授業において、現代社会の問題を学び、種々のデータが広範な分野に応用されていることを学ぶ。これらの技術が
様々な専門分野にまたがっていること、およびその組み合わせで生活が豊かになっていることをグループワークにて調
査、発表しディスカッションする。また、産学連携教育では、チームで担当企業を調査、取材するとともに、データやAI活用
との関わりをチームで議論し、レポートとしてまとめる。

講義テーマ

数理データサイエンス・AIとビジネスの関係（６[機械・電気・電子・商船]/１２[物質]/５[国際]）

産学連携教育(１〜３）
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授業科目名称

データサイエンスⅠ

データサイエンスⅡ

（４）活用に当たって
の様々な留意事項
（ELSI、個人情報、
データ倫理、ＡＩ社会
原則等）を考慮し、
情報セキュリティや
情報漏洩等、データ
を守る上での留意
事項への理解をす
る

※モデルカリキュラ
ム心得３－１、心得
３－２が該当

授業概要

　データを扱う際に必要な原則、法規や倫理について学ぶ。日常生活や社会活動における実例などを通して、これらの
データの活用にあたっての留意事項を考慮することが重要であることを学ぶ。合わせて、情報セキュリティやその技術な
どを学び、データを守る上での重要事項を学ぶ。
　当該授業において、情報通信社会、インターネットの進化や産業の変化を外観し、身近なインターネット社会のコミュニ
ケーションやサービスを題材にして、情報データの取り扱い方法、活用方法の留意事項および重要事項を学ぶ。

講義テーマ

情報モラルとセキュリティ（７、８[機械・電気・電子・商船]/６、７[物質]/８、９、１１、１２[国際]）

産学連携教育(１〜３）、データサイエンス(４）
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授業科目名称

データサイエンスⅡ

（５）実データ・実課
題（学術データ等を
含む）を用いた演習
など、社会での実例
を題材として、「デー
タを読む、説明す
る、扱う」といった数
理・データサイエン
ス・ＡＩの基本的な活
用法に関するもの

※モデルカリキュラ
ム基礎２－１、基礎
２－２、基礎２－３が
該当

授業概要

　データの代表値、ばらつきや表現の仕方を学び、実データを用いた演習によりデータの特徴を捉える方法を学ぶ。デー
タを実問題へ適用し活用するための取り扱い方や分析方法などを学ぶ。
　当該授業において、データを特徴づける値の定義や取り扱いを学ぶとともに、ExcelやPython、C言語でのデータの処理
方法、関数の扱い方、グラフの作成法を演習し、可視化したデータから特徴を読むことを実習する。

講義テーマ

データサイエンス(５〜１５）
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②プログラムを構成する授業の内容・概要（数理・データサイエンス・AI（リテラシーレベル）モデルカリキュラムの「選択」に相当）

授業に含まれている内容・要素

統計及び数理基礎

アルゴリズム基礎

データ構造とプログ
ラミング基礎

時系列データ解析

テキスト解析

画像解析

データハンドリング

データ活用実践（教
師あり学習）

その他

③プログラムの授業内容等を公表しているアドレス

④プログラムの学修成果（学生等が身に付けられる能力等）

https://www.nc-toyama.ac.jp/about/evaluation/3rdparty/suuri_datascience_ai/

デジタル社会の「読み・書き・そろばん」である数理・データサイエンス・AIの基礎的素養を身につけ、自らの専門分野に応用できること。
社会情勢や社会での実例を学び、人間中心の適切な判断ができ、学修した知識やスキル等を説明、活用できること。

授業科目名称
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୕山高ಉ௧学ૅ 開年度 ഥ和03年度 (2021年度) ౸業ఐ目 データサイエンス⋛
ఐ目基ຊ情報
ఐ目ಀ 0074 ఐ目ય分 ௧ / ఊ
౸業ଙ ౸業 位のரશと位数 ၎ఊ位: 1
開設学ఐ 機༊システム工学ఐ 対学年 1
開設期 前期 ౝ時間数 2

ઇఐછ/ઇ౫ 1.改ၖ新ගよくわかる情報リテラシー（ఏઇఐછ）,ૼ௬社; 改ၖ新ග;第2 (2017/7/26). 　/　2.題35＋ಆ問
題65でしっかり学ぶ Word/Excel/PowerPointఏテキストWindows10/Office2016対ૢග , ૼ௬社 (2016/4/27)

૿当ઇ員 લహ ,田ຒ ඈ
目的・ง目ఏ
数理データサイエンス・AI, 情報リテラシー, セキュリティಉを学ఊし, 今後の情報化社会での日ଞ生ણやல事ಉの場એでણ用することができる
基ຊ的ಞുをମにつけること.
社会情િや社会での実学ぶことにより, 人間中心のిજな判ができ, 学ఊした知やスキルಉをହ明, ણ用できるようになること.
(1) 数理データサイエンス・AIと社会の関わり
(2) 情報リテラシー
(3) セキュリティ
(4) オフィススイートણ用
ルーブリック

理୳的なงレベルの目安 ఏ的なงレベルの目安 งレベルの目安

௬価ඨ目1
(数理データサイエンス・AIと社会
の関わり)

数理データサイエンス・AIが社会
化および自らの生ણにഡமに結
びつき, ઁにわたるୖ題解決にથ
用であることを実をげてถ
にହ明できる.

数理データサイエンス・AIが社会
化および自らの生ણにഡமに結
びつき, ઁにわたるୖ題解決にથ
用であることをହ明できる.数理デ
ータサイエンス・AIが社会化お
よび自らの生ણにഡமに結びつき,
ઁにわたるୖ題解決にથ用であ
ることをହ明できる.

数理データサイエンス・AIが社会
化および自らの生ણにഡமに結
びつき, ઁにわたるୖ題解決にથ
用であることをହ明できない.

௬価ඨ目2
(情報リテラシー)

コンピュータやネットワークにつ
いての基ຊૼおよびその૽સを
理解し, ถをହ明できる.

コンピュータやネットワークにつ
いての基ຊૼおよびその૽સを
ହ明できる.

コンピュータやネットワークにつ
いての基ຊૼおよびその૽સを
ହ明できない.

௬価ඨ目3
(セキュリティ)

セキュリティの重要性を理解し, 基
ຊૼについてถにହ明できる.

セキュリティの重要性, 基ຊૼに
ついてହ明できる.

セキュリティの重要性, 基ຊૼに
ついてହ明できない.

௬価ඨ目4
(オフィススイートણ用)

ワープロソフト, 表計ソフト, プ
レゼンテーションソフトを自に
ઞ用することができる.

ワープロソフト, 表計ソフト, プ
レゼンテーションソフトをઞ用す
ることができる.

ワープロソフト, 表計ソフト, プ
レゼンテーションソフトをઞ用す
ることができない.

学ఐのง目ఏඨ目との関બ
ઇ方法ಉ

要
「データサイエンス⋛」「データサイエンス⋜」を通して, ધ理問わず高௧生が学ఊすべき情報ૼに関するリテラシー
, 数理データサイエンス・AIやセキュリティを学ぶ.
知だけではなく, 社会における重要性を実を通して学んだり, 実データを用いたಆを実ᄷすることで, 現実社会の
ୖ題発見・解決力とిજなણ用法のఊ得のための基ຊಞുをମにつける.

౸業の進め方と౸業内
ઍ・方法

ଝおよび実データを用いたಆを中心に౸業を進める.
学ఊした知の社会における重要性や利ણ用を学ぶ際には, 自らのઅえಉをまとめ, 者と議するため, グループワー
クಉを実する.

ି意点

<௬価>
ୡ，発表，その(レポートಉ)を総合的に௬価する．௬価は，ୡ50%，レポートおよびポートフォリオ(レポート
の出と保ଵચ力)50%のસ合とする．位認定には50点以上の௬定が要である．౸業ଙ度がபい場合には減点ೈ઼が
ある。

<୯認ୡ>
௬価が50点にたない者は，ൢい出により୯認のためのୖ題を受けることができる．୯認ୖ題の結ટ，位のఊ得が認
められた者にあっては，その௬価を50点とする．

<౸業計>
౸業計は, 学生の理解度ಉにૢじてಌする場合がある.

౸業のര性・၎ఊ上のય分
厕  アクティブラーニング 厕  ICT 利用 厕  ೫࿒౸業対ૢ 厕  実務経ୡのあるઇ員による౸業

౸業計
ౝ ౸業内ઍ・方法 ౝごとのง目ఏ

前期 1stQ

1ౝ ガイダンス
情報システム利用

౸業の進め方を理解できる.
情報システム利用の設定ができる.

2ౝ 情報システム設定 パソコンやネットワークの設定ができる.

3ౝ 社会情િ 情報化社会での数理データサイエンス・AIの学ఊの重
要性について理解できる.

4ౝ 数理データサイエンス・AIと社会 数理データサイエンス・AIと社会の化の関わりにつ
いて理解できる.

5ౝ 数理データサイエンス・AIのણ用ૼ 数理データサイエンス・AIを実社会でણ用する際の基
ຊૼについて理解できる.

6ౝ 数理データサイエンス・AIとビジネスの関બ(実社会で
のણ用)

数理データサイエンス・AIとビジネスとの関わりを学
び, 実社会でのણ用について理解できる.

7ౝ 情報モラルとセキュリティ(1)
- 情報のඞい, ポリシー, マナー -

セキュリティの重要性や情報の取りඞい, ૠಋやポリ
シーを理解できる.
インターネット利用の૫性やマナーを理解できる.

8ౝ 情報モラルとセキュリティ(2)
- サイバーవொ, セキュリティૼ, マネジメント -

サイバーవொとଆ౪ૼを学び, セキュリティの要ಞ
ૼについて理解できる.
リスクଵ理やマネジメント法について理解できる.

③

①

⑤

④

②

⑥
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2ndQ

9ౝ 情報リテラシー(1)
- コンピュータの動作原理 -

コンピュータの動作原理, ଡ成, ハードウェアとソフト
ウェアの૽સを理解できる.
コンピュータの情報表現について理解できる.

10ౝ 情報リテラシー(2)
- ネットワーク基ຊ -

情報ネットワークの૽સ, ଡ成やல組みについて理解
できる.

11ౝ 情報リテラシー(3)
- フローチャート, アルゴリズム - フローチャートやアルゴリズムについて理解できる.

12ౝ Office Suiteણ用(1) ワープロソフト, 表計ソフト, プレゼンテーションソ
フトの実ಆを通してણ用法を理解できる.

13ౝ Office Suiteણ用(2) ワープロソフト, 表計ソフト, プレゼンテーションソ
フトの実ಆを通してણ用法を理解できる.

14ౝ Office Suiteણ用(3) ワープロソフト, 表計ソフト, プレゼンテーションソ
フトの実ಆを通してણ用法を理解できる.

15ౝ 期ଜୡ ౸業の理解度をるため，ୡを実する．
16ౝ ௦案ନే，解ହ，౸業௬価アンケート

௬価સ合
ୡ レポート/ポートフォリオ ଙ度点 合計

総合௬価સ合 50 50 10 110
基ຊ的ચ力 25 25 10 60
௧的ચ力 25 25 0 50

⑦
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୕山高ಉ௧学ૅ 開年度 ഥ和03年度 (2021年度) ౸業ఐ目 データサイエンス⋛
ఐ目基ຊ情報
ఐ目ಀ 0077 ఐ目ય分 ௧ / ఊ
౸業ଙ ౸業 位のரશと位数 ၎ఊ位: 1
開設学ఐ ਗ਼ਞ౪システム工学ఐ 対学年 1
開設期 前期 ౝ時間数 2
ઇఐછ/ઇ౫ ਈ新情報૪理（改ၖගؚ安ઢ明෩ 　実ઇ出ග）
૿当ઇ員 স ඦ,લ田 ધ
目的・ง目ఏ
数理データサイエンス・AI, 情報リテラシー, セキュリティಉを学ఊし, 今後の情報化社会での日ଞ生ણやல事ಉの場એでણ用することができる
基ຊ的ಞുをମにつけること.
社会情િや社会での実学ぶことにより, 人間中心のిજな判ができ, 学ఊした知やスキルಉをହ明, ણ用できるようになること.
(1) 数理データサイエンス・AIと社会の関わり
(2) 情報リテラシー
(3) セキュリティ
(4) オフィススイートણ用
ルーブリック

理୳的なงレベルの目安 ఏ的なงレベルの目安 งレベルの目安

௬価ඨ目1
(数理データサイエンス・AIと社会
の関わり)

数理データサイエンス・AIが社会
化および自らの生ણにഡமに結
びつき, ઁにわたるୖ題解決にથ
用であることを実をげてถ
にହ明できる.

数理データサイエンス・AIが社会
化および自らの生ણにഡமに結
びつき, ઁにわたるୖ題解決にથ
用であることをହ明できる.

数理データサイエンス・AIが社会
化および自らの生ણにഡமに結
びつき, ઁにわたるୖ題解決にથ
用であることをହ明できない.

௬価ඨ目2
(情報リテラシー)

コンピュータやネットワークにつ
いての基ຊૼおよびその૽સを
理解し, ถをହ明できる.

コンピュータやネットワークにつ
いての基ຊૼおよびその૽સを
ହ明できる.

コンピュータやネットワークにつ
いての基ຊૼおよびその૽સを
ହ明できない.

௬価ඨ目3
(セキュリティ)

セキュリティの重要性を理解し, 基
ຊૼについてถにହ明できる.

セキュリティの重要性, 基ຊૼに
ついてହ明できる.

セキュリティの重要性, 基ຊૼに
ついてହ明できない.

௬価ඨ目4
(オフィススイートણ用)

ワープロソフト, 表計ソフト, プ
レゼンテーションソフトを自に
ઞ用することができる.

ワープロソフト, 表計ソフト, プ
レゼンテーションソフトをઞ用す
ることができる.

ワープロソフト, 表計ソフト, プ
レゼンテーションソフトをઞ用す
ることができない.

学ఐのง目ఏඨ目との関બ
ઇ方法ಉ

要
「データサイエンス⋛」「データサイエンス⋜」を通して, ધ理問わず高௧生が学ఊすべき情報ૼに関するリテラシー
, 数理データサイエンス・AIやセキュリティを学ぶ.
知だけではなく, 社会における重要性を実を通して学んだり, 実データを用いたಆを実ᄷすることで, 現実社会の
ୖ題発見・解決力とిજなણ用法のఊ得のための基ຊಞുをମにつける.

౸業の進め方と౸業内
ઍ・方法

ଝおよび実データを用いたಆを中心に౸業を進める.
学ఊした知の社会における重要性や利ણ用を学ぶ際には, 自らのઅえಉをまとめ, 者と議するため, グループワー
クಉを実する.

ି意点

<௬価>
ୡ，発表，その(レポートಉ)を総合的に௬価する．௬価は，ୡ40%，発表20%，その40%のસ合とする．
位認定には50点以上の௬定が要である．

<୯認ୡ>
௬価が50点にたない者は，ൢい出により୯認のためのୖ題を受けることができる．୯認ୖ題の結ટ，位のఊ得が認
められた者にあっては，その௬価を50点とする．

<౸業計>
౸業計は, 学生の理解度ಉにૢじてಌする場合がある.

౸業のര性・၎ఊ上のય分
厕  アクティブラーニング 厕  ICT 利用 厕  ೫࿒౸業対ૢ 実務経ୡのあるઇ員による౸業  ٸ

౸業計
ౝ ౸業内ઍ・方法 ౝごとのง目ఏ

前期
1stQ

1ౝ ガイダンス
情報システム利用

౸業の進め方を理解できる.
情報システム利用の設定ができる.

2ౝ 情報システム設定 パソコンやネットワークの設定ができる.

3ౝ 社会情િ 情報化社会での数理データサイエンス・AIの学ఊの重
要性について理解できる.

4ౝ 数理データサイエンス・AIと社会 数理データサイエンス・AIと社会の化の関わりにつ
いて理解できる.

5ౝ 数理データサイエンス・AIのણ用ૼ 数理データサイエンス・AIを実社会でણ用する際の基
ຊૼについて理解できる.

6ౝ 数理データサイエンス・AIとビジネスの関બ(実社会で
のણ用)

数理データサイエンス・AIとビジネスとの関わりを学
び, 実社会でのણ用について理解できる.

7ౝ 情報モラルとセキュリティ(1)
- 情報のඞい, ポリシー, マナー -

セキュリティの重要性や情報の取りඞい, ૠಋやポリ
シーを理解できる.
インターネット利用の૫性やマナーを理解できる.

8ౝ 情報モラルとセキュリティ(2)
- サイバーవொ, セキュリティૼ, マネジメント -

サイバーవொとଆ౪ૼを学び, セキュリティの要ಞ
ૼについて理解できる.
リスクଵ理やマネジメント法について理解できる.

2ndQ 9ౝ 情報リテラシー(1)
- コンピュータの動作原理 -

コンピュータの動作原理, ଡ成, ハードウェアとソフト
ウェアの૽સを理解できる.
コンピュータの情報表現について理解できる.

①

②

⑥

⑤

③

④
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10ౝ 情報リテラシー(2)
- ネットワーク基ຊ -

情報ネットワークの૽સ, ଡ成やல組みについて理解
できる.

11ౝ 情報リテラシー(3)
- フローチャート, アルゴリズム - フローチャートやアルゴリズムについて理解できる.

12ౝ Office Suiteણ用(1) ワープロソフト, 表計ソフト, プレゼンテーションソ
フトの実ಆを通してણ用法を理解できる.

13ౝ Office Suiteણ用(2) ワープロソフト, 表計ソフト, プレゼンテーションソ
フトの実ಆを通してણ用法を理解できる.

14ౝ Office Suiteણ用(3) ワープロソフト, 表計ソフト, プレゼンテーションソ
フトの実ಆを通してણ用法を理解できる.

15ౝ 期ଜୡ ౸業の理解度をるため，ୡを実する．
16ౝ ௦案ନే，解ହ，౸業௬価アンケート

௬価સ合
ୡ 発表 ৼ൩௬価 ଙ度 ポートフォリオ その 合計

総合௬価સ合 40 20 0 0 0 40 100
基ຊ的ચ力 20 10 0 0 0 20 50
௧的ચ力 0 0 0 0 0 0 0
分૯的ચ力 20 10 0 0 0 20 50

⑦
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୕ৈಉ௧৾ૅ ৫ফ২ ഥਮ03ফ২ (2021ফ২) ౸ఐ৯ データサイエথス⋛
ఐ৯੦ຊੲਾ
ఐ৯ಀ 0077 ఐ৯યী ௧ / ఊ
౸ଙ ౸ ਜ਼のரશとਜ਼ਯ ၎ఊਜ਼: 1
৫ਝ৾ఐ ସ৲৾ੵ৾ఐ ৌ৾ফ 1
৫ਝ  ౝৎਯ 2
ઇఐછ/ઇ౫
૿ਊઇ৩ রਣ ౭ઃ
৯・ง৯ఏ
ਯ৶データサイエথス・AI, ੲਾজテছシー, セキগজティಉを৾ఊし, ০のੲਾ৲ভでのଞেણやலহಉのৃએでણ৷することができる
੦ຊಞുをମにつけること.
ভੲિやভでのৰ৾ぶことにより, যরੱのిજなਖ਼ができ, ৾ఊしたੴやスキঝಉをହ, ણ৷できるようになること.
(1) ਯ৶データサイエথス・AIとভのঢ়わり
(2) ੲਾজテছシーおよびੲਾセキগজティ
(3) Microsoft Office ソフトણ৷
ঝーブজック

৶୳なงঞঋঝの৯ ఏなงঞঋঝの৯ งঞঋঝの৯

ਯ৶データサイエথス・AIとভ
のঢ়わり

ਯ৶データサイエথス・AIがভ
৲およびঽらのেણにഡமに
びつき, ઁにわたるୖੰৠにથ
৷であることをৰをげてถ
にହできる.

ਯ৶データサイエথス・AIがভ
৲およびঽらのেણにഡமに
びつき, ઁにわたるୖੰৠにથ
৷であることをହできる.

ਯ৶データサイエথス・AIがভ
৲およびঽらのেણにഡமに
びつき, ઁにわたるୖੰৠにથ
৷であることをହできない.

ੲਾজテছシーおよびੲਾセキগ
জティ

コথピগータやネットডークおよ
びੲਾセキগজティのਏਙを৶
ੰし,その੦ຊૼおよびその૽સ
をถにହできる.

コথピগータやネットডークおよ
びੲਾセキগজティについての੦
ຊૼおよびその૽સをହでき
る.

コথピগータやネットডークおよ
びੲਾセキগজティについての੦
ຊૼおよびその૽સをହでき
ない.

Microsoft Office ソフトણ৷
ডーউটソフト, ੑソフト, উ
ঞゼথテーシঙথソフトをঽに
ઞ৷することができる.

ডーউটソフト, ੑソフト, উ
ঞゼথテーシঙথソフトをઞ৷す
ることができる.

ডーউটソフト, ੑソフト, উ
ঞゼথテーシঙথソフトをઞ৷す
ることができない.

৾ఐのง৯ఏඨ৯とのঢ়બ
ઇ্১ಉ

ਏ
「データサイエথス⋛」「データサイエথス⋜」をৢして, ધ৶ਖわずৈ௧েが৾ఊすべきੲਾૼにঢ়するজテছシー
, ਯ৶データサイエথス・AIやセキগজティを৾ぶ.
ੴだけではなく, ভにおけるਏਙをৰをৢして৾んだり, ৰデータを৷いたಆをৰᄷすることで, ਠৰভの
ୖৄ・ੰৠৡとిજなણ৷১のఊ੭のための੦ຊಞുをମにつける.

౸のਤめ্と౸
ઍ・্১

ଝおよびৰデータを৷いたಆをরੱに౸をਤめる.
৾ఊしたੴのভにおけるਏਙやਹણ৷を৾ぶには, ঽらのઅえಉをまとめ, と৮するため, グঝーউডー
クಉをৰする.

ିਔਡ

<௬>
ୡ，その（ୖಉ）を়に௬する．௬は，ୡ40%，その60%のસ়とする．ਜ਼ੳには50ਡਰ
の௬がਏである．

<୯ੳୡ>
௬が50ਡにたないは，ൢいলにより୯ੳのためのୖをਭけることができる．୯ੳୖのટ，ਜ਼のఊ੭がੳ
められたにあっては，その௬を50ਡとする．

<౸ੑ>
౸ੑは, ৾েの৶ੰ২ಉにૢじてಌするৃ়がある.

౸のരਙ・၎ఊのયী
□  アクティブছーニথグ 厕  ICT ਹ৷ 厕  ೫࿒౸ৌૢ □  ৰਜ৽ୡのあるઇ৩による౸

౸ੑ
ౝ ౸ઍ・্১ ౝごとのง৯ఏ



1stQ

1ౝ ガイダথス
ੲਾシステਹ৷

౸のਤめ্を৶ੰできる.
ੲਾシステਹ৷のਝができる.

2ౝ ੲਾシステਝ パソコথやネットডークのਝができる.

3ౝ ੲਾজテছシー(1)
- コথピগータのଡୗ,ਉ৶ -

コথピগータのਉ৶, ଡਛ, ハードウェアとソフト
ウェアの૽સを৶ੰできる.

4ౝ ੲਾজテছシー(2)
- ネットডーク੦ຊ -

ੲਾネットডークの૽સ, ଡਛやலੌみについて৶ੰ
できる.

5ౝ ੲਾজテছシー(3)
- フটーチকート, アঝゴজズ - フটーチকートやアঝゴজズについて৶ੰできる.

6ౝ ੲਾঔছঝとセキগজティ(1) イথターネットਹ৷の૫ਙやঐナーを৶ੰできる.

7ౝ ੲਾঔছঝとセキগজティ(2) サイバーవொとଆ౪ૼを৾び, セキগজティのਏಞ
ૼについて৶ੰできる.

8ౝ রୡ ここまでの౸ઍ৶ੰ২をୡにてનੳする.

2ndQ

9ౝ ভੲિ ੲਾ৲ভでのਯ৶データサイエথス・AIの৾ఊの
ਏਙについて৶ੰできる.

10ౝ ਯ৶データサイエথス・AIとভ ਯ৶データサイエথス・AIとভの৲のঢ়わりにつ
いて৶ੰできる.

11ౝ ਯ৶データサイエথス・AIのણ৷ૼ ਯ৶データサイエথス・AIをৰভでણ৷するの੦
ຊૼについて৶ੰできる.

12ౝ ਯ৶データサイエথス・AIとビジネスのঢ়બ(ৰভで
のણ৷)

ਯ৶データサイエথス・AIとビジネスとのঢ়わりを৾
び, ৰভでのણ৷について৶ੰできる.

①

④

⑥

②

③

⑤
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13ౝ Office ソフトಆ（１） ワープロソフト, 表ੑソフト, プレゼンテーションソ
フトの実ಆを通してણ用法を理ੰできる.

14ౝ Office ソフトಆ（１） ワープロソフト, 表ੑソフト, プレゼンテーションソ
フトの実ಆを通してણ用法を理ੰできる.

15ౝ Office ソフトಆ（１） ワープロソフト, 表ੑソフト, プレゼンテーションソ
フトの実ಆを通してણ用法を理ੰできる.

16ౝ ౸業アンケート　まとめ　
௬સ合

ୡ 発表 相൩௬ ଙ度 ポートフォリオ その 合ੑ
合௬સ合 40 0 0 0 0 60 100
੦ຊ的ચ力 20 0 0 0 0 30 50
௧的ચ力 0 0 0 0 0 0 0
分野૯的ચ力 20 0 0 0 0 30 50

⑦
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୕山高ಉ௧学ૅ 開年度 ഥ和03年度 (2021年度) ౸業ఐ目 データサイエンス⋛
ఐ目基ຊ情報
ఐ目ಀ 0002 ఐ目ય分 ௧ / ఊ
౸業ଙ ౸業 位のரશと位数 ၎ఊ位: 1
開設学ఐ ਗ਼情報工学ఐ 対学年 1
開設期 前期 ౝ時間数 2
ઇఐછ/ઇ౫ ਈ新情報૪理（改ၖගؚ安ઢ明෩ 　実ઇ出ග）
૿当ઇ員 ଫિ ᆜ和,ઠ ࿎,੨ ஶଗ
目的・ง目ఏ
数理データサイエンス・AI, 情報リテラシー, セキュリティಉを学ఊし, 今後の情報化社会での日ଞ生ણやல事ಉの場એでણ用することができる
基ຊ的ಞുをମにつけること.
社会情િや社会での実学ぶことにより, 人間中心のిજな判ができ, 学ఊした知やスキルಉをହ明, ણ用できるようになること.
(1) 数理データサイエンス・AIと社会の関わり
(2) 情報リテラシー
(3) セキュリティ
(4) オフィススイートણ用
ルーブリック

理୳的なงレベルの目安 ఏ的なงレベルの目安 งレベルの目安

௬価ඨ目1
(数理データサイエンス・AIと社会
の関わり)

数理データサイエンス・AIが社会
化および自らの生ણにഡமに結
びつき, ઁにわたるୖ題解決にથ
用であることを実をげてถ
にହ明できる.

数理データサイエンス・AIが社会
化および自らの生ણにഡமに結
びつき, ઁにわたるୖ題解決にથ
用であることをହ明できる.

数理データサイエンス・AIが社会
化および自らの生ણにഡமに結
びつき, ઁにわたるୖ題解決にથ
用であることをହ明できない.

௬価ඨ目2
(情報リテラシー)

コンピュータやネットワークにつ
いての基ຊૼおよびその૽સを
理解し, ถをହ明できる.

コンピュータやネットワークにつ
いての基ຊૼおよびその૽સを
ହ明できる.

コンピュータやネットワークにつ
いての基ຊૼおよびその૽સを
ହ明できない.

௬価ඨ目3
(セキュリティ)

セキュリティの重要性を理解し, 基
ຊૼについてถにହ明できる.

セキュリティの重要性, 基ຊૼに
ついてହ明できる.

セキュリティの重要性, 基ຊૼに
ついてହ明できない.

௬価ඨ目4
(オフィススイートણ用)

ワープロソフト, 表計ソフト, プ
レゼンテーションソフトを自に
ઞ用することができる.

ワープロソフト, 表計ソフト, プ
レゼンテーションソフトをઞ用す
ることができる.

ワープロソフト, 表計ソフト, プ
レゼンテーションソフトをઞ用す
ることができない.

学ఐのง目ఏඨ目との関બ
0CCコアఐ目  
ディプロマポリシー 3
ઇ方法ಉ

要
「データサイエンス⋛」「データサイエンス⋜」を通して, ધ理問わず高௧生が学ఊすべき情報ૼに関するリテラシー
, 数理データサイエンス・AIやセキュリティを学ぶ.
知だけではなく, 社会における重要性を実を通して学んだり, 実データを用いたಆを実ᄷすることで, 現実社会の
ୖ題発見・解決力とిજなણ用法のఊ得のための基ຊಞുをମにつける.

౸業の進め方と౸業内
ઍ・方法

ଝおよび実データを用いたಆを中心に౸業を進める.
学ఊした知の社会における重要性や利ણ用を学ぶ際には, 自らのઅえಉをまとめ, 者と議するため, グループワー
クಉを実する.

ି意点

<௬価>
ୡ，発表，その(レポートಉ)を総合的に௬価する．௬価は，ୡ40%，発表20%，その40%のસ合とする．
位認定には50点以上の௬定が要である．

<୯認ୡ>
௬価が50点にたない者は，ൢい出により୯認のためのୖ題を受けることができる．୯認ୖ題の結ટ，位のఊ得が認
められた者にあっては，その௬価を50点とする．

<౸業計>
౸業計は, 学生の理解度ಉにૢじてಌする場合がある.

౸業のര性・၎ఊ上のય分
厕  アクティブラーニング 厕  ICT 利用 厕  ೫࿒౸業対ૢ 実務経ୡのあるઇ員による౸業  ٸ

౸業計
ౝ ౸業内ઍ・方法 ౝごとのง目ఏ

前期 1stQ

1ౝ ガイダンス
情報システム利用

౸業の進め方を理解できる.
情報システム利用の設定ができる.

2ౝ 情報システム設定 パソコンやネットワークの設定ができる.

3ౝ 社会情િ 情報化社会での数理データサイエンス・AIの学ఊの重
要性について理解できる.

4ౝ 数理データサイエンス・AIと社会 数理データサイエンス・AIと社会の化の関わりにつ
いて理解できる.

5ౝ 数理データサイエンス・AIのણ用ૼ 数理データサイエンス・AIを実社会でણ用する際の基
ຊૼについて理解できる.

6ౝ 数理データサイエンス・AIとビジネスの関બ(実社会で
のણ用)

数理データサイエンス・AIとビジネスとの関わりを学
び, 実社会でのણ用について理解できる.

7ౝ 情報モラルとセキュリティ(1)
- 情報のඞい, ポリシー, マナー -

セキュリティの重要性や情報の取りඞい, ૠಋやポリ
シーを理解できる.
インターネット利用の૫性やマナーを理解できる.

8ౝ 情報モラルとセキュリティ(2)
- サイバーవொ, セキュリティૼ, マネジメント -

サイバーవொとଆ౪ૼを学び, セキュリティの要ಞ
ૼについて理解できる.
リスクଵ理やマネジメント法について理解できる.

①

④

②

③

⑥

⑤
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2ndQ

9ౝ 情報リテラシー(1)
- コンピュータの動作原理 -

コンピュータの動作原理, ଡ成, ハードウェアとソフト
ウェアの૽સを理解できる.
コンピュータの情報表現について理解できる.

10ౝ 情報リテラシー(2)
- ネットワーク基ຊ -

情報ネットワークの૽સ, ଡ成やல組みについて理解
できる.

11ౝ 情報リテラシー(3)
- フローチャート, アルゴリズム - フローチャートやアルゴリズムについて理解できる.

12ౝ Office Suiteણ用(1) ワープロソフト, 表計ソフト, プレゼンテーションソ
フトの実ಆを通してણ用法を理解できる.

13ౝ Office Suiteણ用(2) ワープロソフト, 表計ソフト, プレゼンテーションソ
フトの実ಆを通してણ用法を理解できる.

14ౝ Office Suiteણ用(3) ワープロソフト, 表計ソフト, プレゼンテーションソ
フトの実ಆを通してણ用法を理解できる.

15ౝ 期ଜୡ ౸業の理解度をるため，ୡを実する．
16ౝ ௦案ନే，解ହ，౸業௬価アンケート

௬価સ合
ୡ 発表 ৼ൩௬価 ଙ度 ポートフォリオ その 合計

総合௬価સ合 40 20 0 0 0 40 100
基ຊ的ચ力 20 10 0 0 0 20 50
௧的ચ力 0 0 0 0 0 0 0
分૯的ચ力 20 10 0 0 0 20 50

⑦
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୕山高ಉ௧学ૅ 開年度 ഥ和03年度 (2021年度) ౸業ఐ目 データサイエンス⋛
ఐ目基ຊ情報
ఐ目ಀ 0018 ఐ目ય分 ௧ / ఊ
౸業ଙ ౸業 位のரશと位数 ၎ఊ位: 1
開設学ఐ ব際ビジネス学ఐ 対学年 1
開設期 前期 ౝ時間数 2
ઇఐછ/ઇ౫ ITパスポート合તઇম, 30時間でマスターE;CE/2019,  30時間でマスターWO5'2019
૿当ઇ員 ਲഠ原 ဧ, ဘ,শદਆ ,ૈ原 ଝ൞,ળম ૠ,੨山 ,ව見 ขஂ,ਧ原 ,重 ජื,༖原 ਦྪ, ྌ
目的・ง目ఏ
数理データサイエンス・AI, 情報リテラシー, セキュリティಉを学ఊし, 今後の情報化社会での日ଞ生ણやல事ಉの場એでણ用することができる
基ຊ的ಞുをମにつけること.
社会情િや社会での実学ぶことにより, 人間中心のిજな判ができ, 学ఊした知やスキルಉをହ明, ણ用できるようになること.
(1) 数理データサイエンス・AIと社会の関わり
(2) 情報リテラシー
(3) セキュリティ
(4) オフィススイートણ用
ルーブリック

理୳的なงレベルの目安 ఏ的なงレベルの目安 งレベルの目安

௬価ඨ目1
(数理データサイエンス・AIと社会
の関わり)

数理データサイエンス・AIが社会
化および自らの生ણにഡமに結
びつき, ઁにわたるୖ題解決にથ
用であることを実をげてถ
にହ明できる.

数理データサイエンス・AIが社会
化および自らの生ણにഡமに結
びつき, ઁにわたるୖ題解決にથ
用であることをହ明できる.

数理データサイエンス・AIが社会
化および自らの生ણにഡமに結
びつき, ઁにわたるୖ題解決にથ
用であることをହ明できない.

௬価ඨ目2
(情報リテラシー)

コンピュータやネットワークにつ
いての基ຊૼおよびその૽સを
理解し, ถをହ明できる.

コンピュータやネットワークにつ
いての基ຊૼおよびその૽સを
ହ明できる.

コンピュータやネットワークにつ
いての基ຊૼおよびその૽સを
ହ明できない.

௬価ඨ目3
(セキュリティ)

セキュリティの重要性を理解し, 基
ຊૼについてถにହ明できる.

セキュリティの重要性, 基ຊૼに
ついてହ明できる.

セキュリティの重要性, 基ຊૼに
ついてହ明できない.

௬価ඨ目4
(オフィススイートણ用)

ワープロソフト, 表計ソフト, プ
レゼンテーションソフトを自に
ઞ用することができる.

ワープロソフト, 表計ソフト, プ
レゼンテーションソフトをઞ用す
ることができる.

ワープロソフト, 表計ソフト, プ
レゼンテーションソフトをઞ用す
ることができない.

学ఐのง目ఏඨ目との関બ
ディプロマポリシー 1
ઇ方法ಉ

要
「データサイエンス⋛」「データサイエンス⋜」を通して, ધ理問わず高௧生が学ఊすべき情報ૼに関するリテラシー
, 数理データサイエンス・AIやセキュリティを学ぶ.
知だけではなく, 社会における重要性を実を通して学んだり, 実データを用いたಆを実ᄷすることで, 現実社会の
ୖ題発見・解決力とిજなણ用法のఊ得のための基ຊಞുをମにつける.

౸業の進め方と౸業内
ઍ・方法

ଝおよび実データを用いたಆを中心に౸業を進める.
学ఊした知の社会における重要性や利ણ用を学ぶ際には, 自らのઅえಉをまとめ, 者と議するため, グループワー
クಉを実する.

ି意点

<௬価>
レポートಉを総合的に௬価する．位認定には50点以上の௬定が要である．

<୯認ୡ>
௬価が50点にたない者は，ൢい出により୯認のためのୖ題を受けることができる．୯認ୖ題の結ટ，位のఊ得が認
められた者にあっては，その௬価を50点とする．

<౸業計>
౸業計は, 学生の理解度ಉにૢじてಌする場合がある.

౸業のര性・၎ఊ上のય分
厕  アクティブラーニング 厕  ICT 利用 厕  ೫࿒౸業対ૢ 実務経ୡのあるઇ員による౸業  ٸ

౸業計
ౝ ౸業内ઍ・方法 ౝごとのง目ఏ

前期
1stQ

1ౝ ガイダンス
情報システム利用

౸業の進め方を理解できる.
情報システム利用の設定ができる.

2ౝ 情報システム設定 パソコンやネットワークの設定ができる.

3ౝ 社会情િ 情報化社会での数理データサイエンス・AIの学ఊの重
要性について理解できる.

4ౝ 数理データサイエンス・AIと社会 数理データサイエンス・AIと社会の化の関わりにつ
いて理解できる.

5ౝ 数理データサイエンス・AIのણ用ૼؚビジネスの関
બ(実社会でのણ用)

数理データサイエンス・AIを実社会でણ用する際の基
ຊૼについて理解できる.またビジネスとの関わりを
学び, 実社会でのણ用について理解できる.

6ౝ 情報リテラシー(3)
- フローチャート, アルゴリズム - フローチャートやアルゴリズムについて理解できる.

7ౝ 情報リテラシー(1)
- コンピュータの動作原理 -

コンピュータの動作原理, ଡ成, ハードウェアとソフト
ウェアの૽સを理解できる.
コンピュータの情報表現について理解できる.

8ౝ 情報モラルとセキュリティ(1)
- 情報のඞい, ポリシー, マナー -

セキュリティの重要性や情報の取りඞい, ૠಋやポリ
シーを理解できる.
インターネット利用の૫性やマナーを理解できる.

2ndQ 9ౝ 情報モラルとセキュリティ(2)
- サイバーవொ, セキュリティૼ, マネジメント -

サイバーవொとଆ౪ૼを学び, セキュリティの要ಞ
ૼについて理解できる.
リスクଵ理やマネジメント法について理解できる.

①

②

⑥

③

⑤

④
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10ౝ 情報リテラシー(2)
- ネットワーク基ຊ -

情報ネットワークの૽સ, ଡ成やல組みについて理解
できる.

11ౝ 情報リテラシー(4)
- 法と情報化社会 - 情報に関わる基ম的な法に関して理解ができる。

12ౝ 情報リテラシー(5)
- 法と情報化社会 - 情報に関わる基ম的な法に関して理解ができる。

13ౝ Office Suiteણ用(1) ワープロソフト, 表計ソフト, プレゼンテーションソ
フトの実ಆを通してણ用法を理解できる.

14ౝ Office Suiteણ用(2) ワープロソフト, 表計ソフト, プレゼンテーションソ
フトの実ಆを通してણ用法を理解できる.

15ౝ Office Suiteણ用(3) ワープロソフト, 表計ソフト, プレゼンテーションソ
フトの実ಆを通してણ用法を理解できる.

16ౝ ౸業௬価アンケート
௬価સ合

ୡ ୖ題 発表 ଙ度 ポートフォリオ その 合計
総合௬価સ合 0 60 0 0 0 40 100
基ຊ的ચ力 0 30 0 0 0 20 50
௧的ચ力 0 0 0 0 0 0 0
分૯的ચ力 0 30 0 0 0 20 50

⑦

60



୕山高ಉ௧学ૅ 開年度 ഥ和03年度 (2021年度) ౸業ఐ目 データサイエンス⋛
ఐ目基ຊ情報
ఐ目ಀ 0018 ఐ目ય分 ௧ / ఊ
౸業ଙ ౸業 位のரશと位数 ၎ఊ位: 1
開設学ఐ ૹ௩学ఐ 対学年 1
開設期 前期 ౝ時間数 2
ઇఐછ/ઇ౫
૿当ઇ員 新開 ෞ,経田 ഋೣ,৵ প
目的・ง目ఏ
数理データサイエンス・AI, 情報リテラシー, セキュリティಉを学ఊし, 今後の情報化社会での日ଞ生ણやல事ಉの場એでણ用することができる
基ຊ的ಞുをମにつけること.
社会情િや社会での実を学ぶことにより, 人間中心のిજな判ができ, 学ఊした知やスキルಉをହ明, ણ用できるようになること.
(1) 数理データサイエンス・AIと社会の関わり
(2) 情報リテラシー
(3) セキュリティ
(4) オフィススイートણ用
ルーブリック

理୳的なงレベルの目安 ఏ的なงレベルの目安 งレベルの目安

௬価ඨ目1
(数理データサイエンス・AIと社会
の関わり)

数理データサイエンス・AIが社会
化および自らの生ણにഡமに結
びつき, ઁにわたるୖ題解決にથ
用であることを実をげてถ
にହ明できる.

数理データサイエンス・AIが社会
化および自らの生ણにഡமに結
びつき, ઁにわたるୖ題解決にથ
用であることをହ明できる.

数理データサイエンス・AIが社会
化および自らの生ણにഡமに結
びつき, ઁにわたるୖ題解決にથ
用であることをହ明できない.

௬価ඨ目2
(情報リテラシー)

コンピュータやネットワークにつ
いての基ຊૼおよびその૽સを
理解し, ถをହ明できる.

コンピュータやネットワークにつ
いての基ຊૼおよびその૽સを
ହ明できる.

コンピュータやネットワークにつ
いての基ຊૼおよびその૽સを
ହ明できない.

௬価ඨ目3
(セキュリティ)

セキュリティの重要性を理解し, 基
ຊૼについてถにହ明できる.

セキュリティの重要性, 基ຊૼに
ついてହ明できる.

セキュリティの重要性, 基ຊૼに
ついてହ明できない.

௬価ඨ目4
(オフィススイートણ用)

ワープロソフト, 表計ソフト, プ
レゼンテーションソフトを自に
ઞ用することができる.

ワープロソフト, 表計ソフト, プ
レゼンテーションソフトをઞ用す
ることができる.

ワープロソフト, 表計ソフト, プ
レゼンテーションソフトをઞ用す
ることができない.

学ఐのง目ఏඨ目との関બ
0CCコアఐ目  
ઇ方法ಉ

要
「データサイエンス⋛」「データサイエンス⋜」を通して, ધ理問わず高௧生が学ఊすべき情報ૼに関するリテラシー
, 数理データサイエンス・AIやセキュリティを学ぶ.
知だけではなく, 社会における重要性を実を通して学んだり, 実データを用いたಆを実ᄷすることで, 現実社会の
ୖ題発見・解決力とిજなણ用法のఊ得のための基ຊಞുをମにつける.

౸業の進め方と౸業内
ઍ・方法

ଝおよび実データを用いたಆを中心に౸業を進める.
学ఊした知の社会における重要性や利ણ用を学ぶ際には, 自らのઅえಉをまとめ, 者と議するため, グループワー
クಉを実する.

ି意点

<௬価>
ୡ，発表，その(レポートಉ)を総合的に௬価する．௬価は，ୡ40%，発表20%，その40%のસ合とする．
位認定には50点以上の௬定が要である．

<୯認ୡ>
௬価が50点にたない者は，ൢい出により୯認のためのୖ題を受けることができる．୯認ୖ題の結ટ，位のఊ得が認
められた者にあっては，その௬価を50点とする．

<౸業計>
౸業計は, 学生の理解度ಉにૢじてಌする場合がある.

౸業のര性・၎ఊ上のય分
厕  アクティブラーニング 厕  ICT 利用 厕  ೫࿒౸業対ૢ 実務経ୡのあるઇ員による౸業  ٸ

౸業計
ౝ ౸業内ઍ・方法 ౝごとのง目ఏ

前期
1stQ

1ౝ ガイダンス
情報システム利用

౸業の進め方を理解できる.
情報システム利用の設定ができる.

2ౝ 情報システム設定 パソコンやネットワークの設定ができる.

3ౝ 社会情િ 情報化社会での数理データサイエンス・AIの学ఊの重
要性について理解できる.

4ౝ 数理データサイエンス・AIと社会 数理データサイエンス・AIと社会の化の関わりにつ
いて理解できる.

5ౝ 数理データサイエンス・AIのણ用ૼ 数理データサイエンス・AIを実社会でણ用する際の基
ຊૼについて理解できる.

6ౝ 数理データサイエンス・AIとビジネスの関બ(実社会で
のણ用)

数理データサイエンス・AIとビジネスとの関わりを学
び, 実社会でのણ用について理解できる.

7ౝ 情報モラルとセキュリティ(1)
- 情報のඞい, ポリシー, マナー -

セキュリティの重要性や情報の取りඞい, ૠಋやポリ
シーを理解できる.
インターネット利用の૫性やマナーを理解できる.

8ౝ 情報モラルとセキュリティ(2)
- サイバーవொ, セキュリティૼ, マネジメント -

サイバーవொとଆ౪ૼを学び, セキュリティの要ಞ
ૼについて理解できる.
リスクଵ理やマネジメント法について理解できる.

2ndQ 9ౝ 情報リテラシー(1)
- コンピュータの動作原理 -

コンピュータの動作原理, ଡ成, ハードウェアとソフト
ウェアの૽સを理解できる.
コンピュータの情報表現について理解できる.

①

②

③

⑥

⑤

④
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10ౝ 情報リテラシー(2)
- ネットワーク基ຊ -

情報ネットワークの૽સ, ଡ成やல組みについて理解
できる.

11ౝ 情報リテラシー(3)
- フローチャート, アルゴリズム - フローチャートやアルゴリズムについて理解できる.

12ౝ Office Suiteણ用(1) ワープロソフト, 表計ソフト, プレゼンテーションソ
フトの実ಆを通してણ用法を理解できる.

13ౝ Office Suiteણ用(2) ワープロソフト, 表計ソフト, プレゼンテーションソ
フトの実ಆを通してણ用法を理解できる.

14ౝ Office Suiteણ用(3) ワープロソフト, 表計ソフト, プレゼンテーションソ
フトの実ಆを通してણ用法を理解できる.

15ౝ 期ଜୡ ౸業の理解度をるため，ୡを実する．
16ౝ ௦案ନే，解ହ，౸業௬価アンケート

௬価સ合
ୡ 発表 ৼ൩௬価 ଙ度 ポートフォリオ ୖ題 合計

総合௬価સ合 40 20 0 0 0 40 100
基ຊ的ચ力 20 10 0 0 0 20 50
௧的ચ力 0 0 0 0 0 0 0
分૯的ચ力 20 10 0 0 0 20 50

⑦
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୕ৈಉ௧৾ૅ ৫年২ ഥਮ03年২ (2021年২) ౸ఐ৯ データサイエンス⋜
ఐ৯੦ຊੲਾ
ఐ৯ಀ 0078 ఐ৯યী ௧ / ఊ
౸ଙ ౸ ਜ਼のரશとਜ਼ਯ ၎ఊਜ਼: 1
৫ਝ৾ఐ ਃ༊システムੵ৾ఐ ৌ৾年 1
৫ਝ  ౝৎਯ 2
ઇఐછ/ઇ౫
૿ਊઇ৩ িຒ ඈ
৯・ง৯ఏ
ਯ৶データサイエンス・AI, ੲਾリテラシー, セキュリティಉを৾ఊし, ০のੲਾ৲会での日ଞেણやலহಉのৃએでણ৷することができる
੦ຊಞുをମにつけること.
会ੲિや会でのৰ৾ぶことにより, 人中ੱのిજなਖ਼ができ, ৾ఊしたੴやスキルಉをହ, ણ৷できるようになること.
ঽらの௧৾ఐਰਗの৾েとのੈ৾ಆにより, ഓなଳਡでহをઅえるৡをମにつけること.
(1) データのりඞい
(2) データのীෲ
(3) ੫ણとਯ৶データサイエンス・AIとのঢ়わり
ルーブリック

৶୳なงレベルの৯ ఏなงレベルの৯ งレベルの৯
௬ඨ৯1
(データのりඞい)

データをిજにඞうことができ, ਹ
৷১のถについてହできる. データをిજにඞうことができる. データをిજにඞうことができな

い.
௬ඨ৯2
(データのীෲ)

ৰデータをిજにীෲでき, ટを
ਫしくହできる.

ৰデータをীෲし, ટをହでき
る.

ৰデータをীෲできず, ટをହ
できない.

௬ඨ৯3
(੫ણとਯ৶データサイエンス
・AIとのঢ়わり)

૿ਊ੫をౄীに৹ਪし, ిજな
౫に੦づきレポートをまとめ, ੫
ણとਯ৶データサイエンス・
AIとのঢ়わりについてഓなଳ
ਡからౄীにઅできる.

૿ਊ੫を৹ਪし, ౫に੦づきレ
ポートをまとめ, ੫ણとਯ৶デ
ータサイエンス・AIとのঢ়わりに
ついてഓなଳਡからઅでき
る.

૿ਊ੫を৹ਪし, ౫に੦づきレ
ポートをまとめることができない.
੫ણとਯ৶データサイエンス
・AIとのঢ়わりについてઅでき
ない.

৾ఐのง৯ఏඨ৯とのঢ়બ
ઇ্১ಉ

ਏ
「データサイエンス⋛」「データサイエンス⋜」をৢして, ધ৶ਖわずৈ௧েが৾ఊすべきੲਾૼにঢ়するリテラシー
, ਯ৶データサイエンス・AIやセキュリティを৾ぶ.
ੴだけではなく, 会におけるਏਙをৰをৢして৾んだり, ৰデータを৷いたಆをৰᄷすることで, ਠৰ会の
ୖৄ・ੰৠৡとిજなણ৷১のఊ੭のための੦ຊಞുをମにつける.

౸のਤめ্と౸
ઍ・্১

ଝおよびৰデータを৷いたಆを中ੱに౸をਤめる.
ਓ৾৴ઇでは，できるだけ৸৾ఐの৾েからなるチームをଡਛし, チームで૿ਊ੫を৹ਪ, ౫するとともに, デ
ータやAIણ৷とのঢ়わりをチームで৮し, レポートとしてまとめる.

ିਔਡ

<௬>
，ポートフォリオ，その(レポートಉ)を়に௬する．௬は，20%，ポートフォリオ10%，その
70%のસ়とする．ਜ਼ੳには50ਡਰの௬がਏである．

<୯ੳୡ>
௬が50ਡにたないは，ൢいলにより୯ੳのためのୖをਭけることができる．୯ੳୖのટ，ਜ਼のఊ੭がੳ
められたにあっては，その௬を50ਡとする．

<౸ੑ>
౸ੑは, ৾েの৶ੰ২ಉにૢじてಌするৃ়がある.

౸のരਙ・၎ఊのયী
厕  アクティブラーニング 厕  ICT ਹ৷ 厕  ೫࿒౸ৌૢ □  ৰਜ৽ୡのあるઇ৩による౸

౸ੑ
ౝ ౸ઍ・্১ ౝごとのง৯ఏ



3rdQ

1ౝ Teamsણ৷ & ਓ৾৴ઇ (1) Teamsのણ৷১を৶ੰできる.
੫৹ਪણのਤめ্, ਔਡを৶ੰできる.

2ౝ Teamsણ৷ & ਓ৾৴ઇ (2) ੫৹ਪをਤめ, Teamsをણ৷し, ઊち়わせをৰす
る.

3ౝ Teamsણ৷ & ਓ৾৴ઇ (3) ੫に౫し, そのਛટおよびデータやAIણ৷とのঢ়
わりをレポートとしてまとめる.

4ౝ データサイエンス(1) データをిજに੭し, そのりඞい্১, ਔহඨに
ついて৶ੰできる.

5ౝ データサイエンス(2) データのரథを৶ੰし, ిજなグラフをਛできる.

6ౝ データサイエンス(3) ৰデータのಆをৢして, ২ਯীഘ, ヒストグラムにつ
いて৶ੰできる.

7ౝ データサイエンス(4) ৰデータのಆをৢして, データのソート্১につい
て৶ੰできる.

8ౝ データサイエンス(5) ৰデータのಆをৢして, データの৻க(க, 中
ఙக, ਈᄄக)について৶ੰできる.

4thQ

9ౝ データサイエンス(6) ৰデータのಆをৢして, データのばらつき(ীങ, ఏ
ု୷)について৶ੰできる.

10ౝ データサイエンス(7) ৰデータのಆをৢして, ຢひげ, ങഘについて৶
ੰできる.

11ౝ データサイエンス(8) ৰデータのಆをৢして, ৼঢ়, ৼঢ়બਯについて৶ੰ
できる.

12ౝ データサイエンス(9) ৰデータのಆをৢして, ਈ৵ଭ১について৶ੰで
きる.

①

④

③

②

⑥
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13ౝ データサイエンス(10) 実データのಆを通して, 回షઉについて理解でき
る.

14ౝ データサイエンス(11) 実データのಆを通して, 決定બ数について理解でき
る.

15ౝ データサイエンス(12) 実データのಆを通して, データの分ෲやટ関બに
ついて理解できる.

16ౝ ౸業௬価アンケート
௬価સ合

ୡ 発表 相൩௬価 ଙ度 ポートフォリオ その 合計
総合௬価સ合 0 20 0 0 10 70 100
基ຊ的ચ力 0 10 0 0 0 40 50
௧的ચ力 0 0 0 0 0 0 0
分野૯的ચ力 0 10 0 0 10 30 50

⑦
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୕ৈಉ௧৾ૅ ৫年২ ഥਮ03年২ (2021年২) ౸ఐ৯ データサイエンス⋜
ఐ৯੦ຊੲਾ
ఐ৯ಀ 0078 ఐ৯યী ௧ / ఊ
౸ଙ ౸ ਜ਼のரશとਜ਼ਯ : 1
৫ਝ৾ఐ ਗ਼ਞ౪システムੵ৾ఐ ৌ৾年 1
৫ਝ  ౝৎਯ 2
ઇఐછ/ઇ౫
૿ਊઇ৩ લি ધ
৯・ง৯ఏ
ਯ৶データサイエンス・AI, ੲਾリテラシー, セキュリティಉを৾ఊし, ০のੲਾ৲会での日ଞেણやலহಉのৃએでણ৷することができる
੦ຊಞുをମにつけること.
会ੲિや会でのৰ৾ぶことにより, 人中ੱのిજなਖ਼ができ, ৾ఊしたੴやスキルಉをହ, ણ৷できるようになること.
ঽらの௧৾ఐਰਗの৾েとのੈ৾ಆにより, ഓなଳਡでহをઅえるৡをମにつけること.
(1) データのりඞい
(2) データのীෲ
(3) ੫ણとਯ৶データサイエンス・AIとのঢ়わり
ルーブリック

৶୳なงレベルの৯ ఏなงレベルの৯ งレベルの৯
௬ඨ৯1
(データのりඞい)

データをిજにඞうことができ, ਹ
৷১のถについてହできる. データをిજにඞうことができる. データをిજにඞうことができな

い.
௬ඨ৯2
(データのীෲ)

ৰデータをిજにীෲでき, ટを
ਫしくହできる.

ৰデータをীෲし, ટをହでき
る.

ৰデータをীෲできず, ટをହ
できない.

௬ඨ৯3
(੫ણとਯ৶データサイエンス
・AIとのঢ়わり)

૿ਊ੫をౄীに৹ਪし, ిજな
౫に੦づきレポートをまとめ, ੫
ણとਯ৶データサイエンス・
AIとのঢ়わりについてഓなଳ
ਡからౄীにઅできる.

૿ਊ੫を৹ਪし, ౫に੦づきレ
ポートをまとめ, ੫ણとਯ৶デ
ータサイエンス・AIとのঢ়わりに
ついてഓなଳਡからઅでき
る.

૿ਊ੫を৹ਪし, ౫に੦づきレ
ポートをまとめることができない.
੫ણとਯ৶データサイエンス
・AIとのঢ়わりについてઅでき
ない.

৾ఐのง৯ఏඨ৯とのঢ়બ
ઇ্১ಉ

ਏ
「データサイエンス⋛」「データサイエンス⋜」をৢして, ધ৶ਖわずৈ௧েが৾ఊすべきੲਾૼにঢ়するリテラシー
, ਯ৶データサイエンス・AIやセキュリティを৾ぶ.
ੴだけではなく, 会におけるਏਙをৰをৢして৾んだり, ৰデータを৷いたಆをৰᄷすることで, ਠৰ会の
ୖৄ・ੰৠৡとిજなણ৷১のఊ੭のための੦ຊಞുをମにつける.

౸のਤめ্と౸
ઍ・্১

ଝおよびৰデータを৷いたಆを中ੱに౸をਤめる.
ਓ৾৴ઇでは，できるだけ৸৾ఐの৾েからなるチームをଡਛし, チームで૿ਊ੫を৹ਪ, ౫するとともに, デ
ータやAIણ৷とのঢ়わりをチームで৮し, レポートとしてまとめる.

ିਔਡ

<௬>
，ポートフォリオ，その(レポートಉ)を়に௬する．௬は，20%，ポートフォリオ10%，その
70%のસ়とする．ਜ਼ੳには50ਡਰの௬がਏである．

<୯ੳୡ>
௬が50ਡにたないは，ൢいলにより୯ੳのためのୖをਭけることができる．୯ੳୖのટ，ਜ਼のఊ੭がੳ
められたにあっては，その௬を50ਡとする．

<౸ੑ>
౸ੑは, ৾েの৶ੰ২ಉにૢじてಌするৃ়がある.

౸のരਙ・၎ఊのયী
厕  アクティブラーニング 厕  ICT ਹ৷ 厕  ೫࿒౸ৌૢ □  ৰਜ৽ୡのあるઇ৩による౸

౸ੑ
ౝ ౸ઍ・্১ ౝごとのง৯ఏ



3rdQ

1ౝ Teamsણ৷ & ਓ৾৴ઇ (1) Teamsのણ৷১を৶ੰできる.
੫৹ਪણのਤめ্, ਔਡを৶ੰできる.

2ౝ Teamsણ৷ & ਓ৾৴ઇ (2) ੫৹ਪをਤめ, Teamsをણ৷し, ઊち়わせをৰす
る.

3ౝ Teamsણ৷ & ਓ৾৴ઇ (3) ੫に౫し, そのਛટおよびデータやAIણ৷とのঢ়
わりをレポートとしてまとめる.

4ౝ データサイエンス(1) データをిજに੭し, そのりඞい্১, ਔহඨに
ついて৶ੰできる.

5ౝ データサイエンス(2) データのரథを৶ੰし, ిજなグラフをਛできる.

6ౝ データサイエンス(3) ৰデータのಆをৢして, ২ਯীഘ, ヒストグラムにつ
いて৶ੰできる.

7ౝ データサイエンス(4) ৰデータのಆをৢして, データのソート্১につい
て৶ੰできる.

8ౝ データサイエンス(5) ৰデータのಆをৢして, データの৻க(க, 中
ఙக, ਈᄄக)について৶ੰできる.

4thQ

9ౝ データサイエンス(6) ৰデータのಆをৢして, データのばらつき(ীങ, ఏ
ု୷)について৶ੰできる.

10ౝ データサイエンス(7) ৰデータのಆをৢして, ຢひげ, ങഘについて৶
ੰできる.

11ౝ データサイエンス(8) ৰデータのಆをৢして, ৼঢ়, ৼঢ়બਯについて৶ੰ
できる.

12ౝ データサイエンス(9) ৰデータのಆをৢして, ਈ৵ଭ১について৶ੰで
きる.

①

④

②

③

⑥

⑤
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13ౝ データサイエンス(10) 実データのಆを通して, 回షઉについて理解でき
る.

14ౝ データサイエンス(11) 実データのಆを通して, 決定બ数について理解でき
る.

15ౝ データサイエンス(12) 実データのಆを通して, データの分ෲやટ関બに
ついて理解できる.

16ౝ ౸業௬価アンケート
௬価સ合

ୡ 発表 相൩௬価 ଙ度 ポートフォリオ その 合計
総合௬価સ合 0 20 0 0 10 70 100
基ຊ的ચ力 0 10 0 0 0 40 50
௧的ચ力 0 0 0 0 0 0 0
分野૯的ચ力 0 10 0 0 10 30 50

⑦

66



୕ৈಉ௧৾ૅ ৫年২ ഥਮ03年২ (2021年২) ౸ఐ৯ データサイエンス⋜
ఐ৯੦ຊੲਾ
ఐ৯ಀ 0078 ఐ৯યী ௧ / ఊ
౸ଙ ౸ ਜ਼のரશとਜ਼ਯ ၎ఊਜ਼: 1
৫ਝ৾ఐ ସ৲৾ੵ৾ఐ ৌ৾年 1
৫ਝ  ౝৎਯ 2
ઇఐછ/ઇ౫
૿ਊઇ৩ 中ਣ ౭ઃ
৯・ง৯ఏ
ਯ৶データサイエンス・AI, ੲਾリテラシー, セキュリティಉを৾ఊし, ০のੲਾ৲会での日ଞেણやலহಉのৃએでણ৷することができる
੦ຊಞുをମにつけること.
会ੲિや会でのৰ৾ぶことにより, 人中ੱのిજなਖ਼ができ, ৾ఊしたੴやスキルಉをହ, ણ৷できるようになること.
ঽらの௧৾ఐਰਗの৾েとのੈ৾ಆにより, ഓなଳਡでহをઅえるৡをମにつけること.
(1) データのりඞい
(2) データのীෲ
(3) ੫ણとਯ৶データサイエンス・AIとのঢ়わり
ルーブリック

৶୳なงレベルの৯ ఏなงレベルの৯ งレベルの৯
௬ඨ৯1
(データのりඞい)

データをిજにඞうことができ, ਹ
৷১のถについてହできる. データをిજにඞうことができる. データをిજにඞうことができな

い.
௬ඨ৯2
(データのীෲ)

ৰデータをిજにীෲでき, ટを
ਫしくହできる.

ৰデータをীෲし, ટをହでき
る.

ৰデータをীෲできず, ટをହ
できない.

௬ඨ৯3
(੫ણとਯ৶データサイエンス
・AIとのঢ়わり)

૿ਊ੫をౄীに৹ਪし, ిજな
౫に੦づきレポートをまとめ, ੫
ણとਯ৶データサイエンス・
AIとのঢ়わりについてഓなଳ
ਡからౄীにઅできる.

૿ਊ੫を৹ਪし, ౫に੦づきレ
ポートをまとめ, ੫ણとਯ৶デ
ータサイエンス・AIとのঢ়わりに
ついてഓなଳਡからઅでき
る.

૿ਊ੫を৹ਪし, ౫に੦づきレ
ポートをまとめることができない.
੫ણとਯ৶データサイエンス
・AIとのঢ়わりについてઅでき
ない.

৾ఐのง৯ఏඨ৯とのঢ়બ
ઇ্১ಉ

ਏ
「データサイエンス⋛」「データサイエンス⋜」をৢして, ધ৶ਖわずৈ௧েが৾ఊすべきੲਾૼにঢ়するリテラシー
, ਯ৶データサイエンス・AIやセキュリティを৾ぶ.
ੴだけではなく, 会におけるਏਙをৰをৢして৾んだり, ৰデータを৷いたಆをৰᄷすることで, ਠৰ会の
ୖৄ・ੰৠৡとిજなણ৷১のఊ੭のための੦ຊಞുをମにつける.

౸のਤめ্と౸
ઍ・্১

ଝおよびৰデータを৷いたಆを中ੱに౸をਤめる.
ਓ৾৴ઇでは，できるだけ৸৾ఐの৾েからなるチームをଡਛし, チームで૿ਊ੫を৹ਪ, ౫するとともに, デ
ータやAIણ৷とのঢ়わりをチームで৮し, レポートとしてまとめる.

ିਔਡ

<௬>
，ポートフォリオ，その(レポートಉ)を়に௬する．௬は，20%，ポートフォリオ10%，その
70%のસ়とする．ਜ਼ੳには50ਡਰの௬がਏである．

<୯ੳୡ>
௬が50ਡにたないは，ൢいলにより୯ੳのためのୖをਭけることができる．୯ੳୖのટ，ਜ਼のఊ੭がੳ
められたにあっては，その௬を50ਡとする．

<౸ੑ>
౸ੑは, ৾েの৶ੰ২ಉにૢじてಌするৃ়がある.

౸のരਙ・၎ఊのયী
厕  アクティブラーニング 厕  ICT ਹ৷ 厕  ೫࿒౸ৌૢ □  ৰਜ৽ୡのあるઇ৩による౸

౸ੑ
ౝ ౸ઍ・্১ ౝごとのง৯ఏ



3rdQ

1ౝ Teamsણ৷ & ਓ৾৴ઇ (1) Teamsのણ৷১を৶ੰできる.
੫৹ਪણのਤめ্, ਔਡを৶ੰできる.

2ౝ Teamsણ৷ & ਓ৾৴ઇ (2) ੫৹ਪをਤめ, Teamsをણ৷し, ઊち়わせをৰす
る.

3ౝ Teamsણ৷ & ਓ৾৴ઇ (3) ੫に౫し, そのਛટおよびデータやAIણ৷とのঢ়
わりをレポートとしてまとめる.

4ౝ データサイエンス(1) データをిજに੭し, そのりඞい্১, ਔহඨに
ついて৶ੰできる.

5ౝ データサイエンス(2) データのரథを৶ੰし, ిજなグラフをਛできる.

6ౝ データサイエンス(3) ৰデータのಆをৢして, ২ਯীഘ, ヒストグラムにつ
いて৶ੰできる.

7ౝ データサイエンス(4) ৰデータのಆをৢして, データのソート্১につい
て৶ੰできる.

8ౝ データサイエンス(5) ৰデータのಆをৢして, データの৻க(க, 中
ఙக, ਈᄄக)について৶ੰできる.

4thQ

9ౝ データサイエンス(6) ৰデータのಆをৢして, データのばらつき(ীങ, ఏ
ု୷)について৶ੰできる.

10ౝ データサイエンス(7) ৰデータのಆをৢして, ຢひげ, ങഘについて৶
ੰできる.

11ౝ データサイエンス(8) ৰデータのಆをৢして, ৼঢ়, ৼঢ়બਯについて৶ੰ
できる.

12ౝ データサイエンス(9) ৰデータのಆをৢして, ਈ৵ଭ১について৶ੰで
きる.

①

④

②

③

⑥

⑤
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13ౝ データサイエンス(10) 実データのಆを通して, 回షઉについて理解でき
る.

14ౝ データサイエンス(11) 実データのಆを通して, 決定બ数について理解でき
る.

15ౝ データサイエンス(12) 実データのಆを通して, データの分ෲやટ関બに
ついて理解できる.

16ౝ ౸業௬価アンケート
௬価સ合

ୡ 発表 相൩௬価 ଙ度 ポートフォリオ その 合計
総合௬価સ合 0 20 0 0 10 70 100
基ຊ的ચ力 0 10 0 0 0 40 50
௧的ચ力 0 0 0 0 0 0 0
分野૯的ચ力 0 10 0 0 10 30 50

⑦
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୕ৈಉ௧৾ૅ ৫年২ ഥਮ03年২ (2021年২) ౸業ఐ৯ データサイエンス⋜
ఐ৯੦ຊੲਾ
ఐ৯ಀ 0027 ఐ৯યী ௧ / ఊ
౸業ଙ ౸業 ਜ਼のரશとਜ਼ਯ ၎ఊਜ਼: 1
৫ਝ৾ఐ ਗ਼ੲਾੵ৾ఐ ৌ৾年 1
৫ਝ  ౝৎਯ 2
ઇఐછ/ઇ౫
૿ਊઇ৩ ৃ ඤ一,৵ി ,ท 
৯・ง৯ఏ
ਯ৶データサイエンス・AI, ੲਾリテラシー, セキュリティಉを৾ఊし, ০のੲਾ৲社会での日ଞেણやல事ಉのৃએでણ৷することができる
੦ຊಞുをମにつけること.
社会ੲિや社会でのৰ৾ぶことにより, 人中ੱのిજなਖ਼ができ, ৾ఊしたੴやスキルಉをହ, ણ৷できるようになること.
ঽらの௧৾ఐਰਗの৾েとのੈ৾ಆにより, ഓなଳਡで事をઅえるৡをମにつけること.
(1) データのりඞい
(2) データのীෲ
(3) ੫業ણとਯ৶データサイエンス・AIとのঢ়わり
ルーブリック

৶୳なงレベルの৯ ఏなงレベルの৯ งレベルの৯
௬ඨ৯1
(データのりඞい)

データをిજにඞうことができ, ਹ
৷১のถについてହできる. データをిજにඞうことができる. データをిજにඞうことができな

い.
௬ඨ৯2
(データのীෲ)

ৰデータをిજにীෲでき, ટを
ਫしくହできる.

ৰデータをীෲし, ટをହでき
る.

ৰデータをীෲできず, ટをହ
できない.

௬ඨ৯3
(੫業ણとਯ৶データサイエンス
・AIとのঢ়わり)

૿ਊ੫業をౄীに৹ਪし, ిજな
౫に੦づきレポートをまとめ, ੫業
ણとਯ৶データサイエンス・
AIとのঢ়わりについてഓなଳ
ਡからౄীにઅできる.

૿ਊ੫業を৹ਪし, ౫に੦づきレ
ポートをまとめ, ੫業ણとਯ৶デ
ータサイエンス・AIとのঢ়わりに
ついてഓなଳਡからઅでき
る.

૿ਊ੫業を৹ਪし, ౫に੦づきレ
ポートをまとめることができない.
੫業ણとਯ৶データサイエンス
・AIとのঢ়わりについてઅでき
ない.

৾ఐのง৯ఏඨ৯とのঢ়બ
MCCコアఐ৯  
ઇ্১ಉ

ਏ
「データサイエンス⋛」「データサイエンス⋜」をৢして, ધ৶ਖわずৈ௧েが৾ఊすべきੲਾૼにঢ়するリテラシー
, ਯ৶データサイエンス・AIやセキュリティを৾ぶ.
ੴだけではなく, 社会におけるਏਙをৰをৢして৾んだり, ৰデータを৷いたಆをৰᄷすることで, ਠৰ社会の
ୖৄ・ੰৠৡとిજなણ৷১のఊ੭のための੦ຊಞുをମにつける.

౸業のਤめ্と౸業
ઍ・্১

ଝおよびৰデータを৷いたಆを中ੱに౸業をਤめる.
ਓ৾৴ઇでは，できるだけ৸৾ఐの৾েからなるチームをଡਛし, チームで૿ਊ੫業を৹ਪ, ౫するとともに, デ
ータやAIણ৷とのঢ়わりをチームで৮し, レポートとしてまとめる.

ିਔਡ ౸業ੑは, ৾েの৶ੰ২ಉにૢじてಌするৃ়がある.
౸業のരਙ・၎ఊ上のયী
厕  アクティブラーニング 厕  ICT ਹ৷ 厕  ೫࿒౸業ৌૢ □  ৰਜ৽ୡのあるઇ৩による౸業

౸業ੑ
ౝ ౸業ઍ・্১ ౝごとのง৯ఏ



3rdQ

1ౝ Teamsણ৷ & ਓ৾৴ઇ (1) Teamsのણ৷১を৶ੰできる.
੫業৹ਪણのਤめ্, ਔਡを৶ੰできる.

2ౝ Teamsણ৷ & ਓ৾৴ઇ (2) ੫業৹ਪをਤめ, Teamsをણ৷し, ઊち়わせをৰす
る.

3ౝ Teamsણ৷ & ਓ৾৴ઇ (3) ੫業に౫し, そのਛટおよびデータやAIણ৷とのঢ়
わりをレポートとしてまとめる.

4ౝ データサイエンス(1) データをిજに੭し, そのりඞい্১, ਔ事ඨに
ついて৶ੰできる.

5ౝ データサイエンス(2) データのரథを৶ੰし, ిજなグラフをਛできる.

6ౝ データサイエンス(3) ৰデータのಆをৢして, ২ਯীഘ, ヒストグラムにつ
いて৶ੰできる.

7ౝ データサイエンス(4) ৰデータのಆをৢして, データのソート্১につい
て৶ੰできる.

8ౝ データサイエンス(5) ৰデータのಆをৢして, データの৻க(க, 中
ఙக, ਈᄄக)について৶ੰできる.

4thQ

9ౝ データサイエンス(6) ৰデータのಆをৢして, データのばらつき(ীങ, ఏ
ု୷)について৶ੰできる.

10ౝ データサイエンス(7) ৰデータのಆをৢして, ຢひげ, ങഘについて৶
ੰできる.

11ౝ データサイエンス(8) ৰデータのಆをৢして, ৼঢ়, ৼঢ়બਯについて৶ੰ
できる.

12ౝ データサイエンス(9) ৰデータのಆをৢして, ਈ৵ଭ১について৶ੰで
きる.

13ౝ データサイエンス(10) ৰデータのಆをৢして, షઉについて৶ੰでき
る.

14ౝ データサイエンス(11) ৰデータのಆをৢして, ৠબਯについて৶ੰでき
る.

15ౝ データサイエンス(12) ৰデータのಆをৢして, データのীෲやટঢ়બに
ついて৶ੰできる.

16ౝ アンケート ৾ఊઍをஷりନりアンケートに௦する

①

④

②

③

⑥

⑤
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௬価割合
レポート 発表 相൩௬価 ଙ度 ポートフォリオ その 合計

総合௬価割合 70 20 0 0 10 0 100
基ຊ的能力 40 10 0 0 0 0 50
௧的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野૯的能力 30 10 0 0 10 0 50

⑦
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୕ৈಉ௧৾ૅ ৫年২ ഥਮ03年২ (2021年২) ౸ఐ৯ データサイエンス⋜
ఐ৯੦ຊੲਾ
ఐ৯ಀ 0037 ఐ৯યী ௧ / ఊ
౸ଙ ౸ ਜ਼のரશとਜ਼ਯ ၎ఊਜ਼: 1
৫ਝ৾ఐ বビジネス৾ఐ ৌ৾年 1
৫ਝ  ౝৎਯ 2
ઇఐછ/ઇ౫
૿ਊઇ৩ ਲഠਉ ဧ, ဘ,শદਆ ,ૈਉ ଝ൞,ળম ૠ,੨ ,වৄ ขஂ,ਧਉ , ජื,༖ਉ ਦྪ, ྌ
৯・ง৯ఏ
ਯ৶データサイエンス・AI, ੲਾリテラシー, セキュリティಉを৾ఊし, ০のੲਾ৲ভでの日ଞেણやலহಉのৃએでણ৷することができる
੦ຊಞുをମにつけること.
ভੲિやভでのৰ৾ぶことにより, যরੱのిજなਖ਼ができ, ৾ఊしたੴやスキルಉをହ, ણ৷できるようになること.
ঽらの௧৾ఐਰਗの৾েとのੈ৾ಆにより, ഓなଳਡでহをઅえるৡをମにつけること.
(1) データのりඞい
(2) データのীෲ
(3) ੫ણとਯ৶データサイエンス・AIとのঢ়わり
ルーブリック

৶୳なงレベルの৯ ఏなงレベルの৯ งレベルの৯
௬ඨ৯1
(データのりඞい)

データをిજにඞうことができ, ਹ
৷১のถについてହできる. データをిજにඞうことができる. データをిજにඞうことができな

い.
௬ඨ৯2
(データのীෲ)

ৰデータをిજにীෲでき, ટを
ਫしくହできる.

ৰデータをীෲし, ટをହでき
る.

ৰデータをীෲできず, ટをହ
できない.

௬ඨ৯3
(੫ણとਯ৶データサイエンス
・AIとのঢ়わり)

૿ਊ੫をౄীに৹ਪし, ిજな
౫に੦づきレポートをまとめ, ੫
ણとਯ৶データサイエンス・
AIとのঢ়わりについてഓなଳ
ਡからౄীにઅできる.

૿ਊ੫を৹ਪし, ౫に੦づきレ
ポートをまとめ, ੫ણとਯ৶デ
ータサイエンス・AIとのঢ়わりに
ついてഓなଳਡからઅでき
る.

૿ਊ੫を৹ਪし, ౫に੦づきレ
ポートをまとめることができない.
੫ણとਯ৶データサイエンス
・AIとのঢ়わりについてઅでき
ない.

৾ఐのง৯ఏඨ৯とのঢ়બ
ઇ্১ಉ

ਏ
「データサイエンス⋛」「データサイエンス⋜」をৢして, ધ৶ਖわずৈ௧েが৾ఊすべきੲਾૼにঢ়するリテラシー
, ਯ৶データサイエンス・AIやセキュリティを৾ぶ.
ੴだけではなく, ভにおけるਏਙをৰをৢして৾んだり, ৰデータを৷いたಆをৰᄷすることで, ਠৰভの
ୖৄ・ੰৠৡとిજなણ৷১のఊ੭のための੦ຊಞുをମにつける.

౸のਤめ্と౸
ઍ・্১

ଝおよびৰデータを৷いたಆをরੱに౸をਤめる.
ਓ৾৴ઇでは，できるだけ৸৾ఐの৾েからなるチームをଡਛし, チームで૿ਊ੫を৹ਪ, ౫するとともに, デ
ータやAIણ৷とのঢ়わりをチームで৮し, レポートとしてまとめる.

ିਔਡ

<௬>
，ポートフォリオ，その(レポートಉ)を়に௬する．௬は，20%，ポートフォリオ10%，その
70%のસ়とする．ਜ਼ੳには50ਡਰの௬がਏである．

<୯ੳୡ>
௬が50ਡにたないは，ൢいলにより୯ੳのためのୖをਭけることができる．୯ੳୖのટ，ਜ਼のఊ੭がੳ
められたにあっては，その௬を50ਡとする．

<౸ੑ>
౸ੑは, ৾েの৶ੰ২ಉにૢじてಌするৃ়がある.

౸のരਙ・၎ఊのયী
厕  アクティブラーニング 厕  ICT ਹ৷ 厕  ೫࿒౸ৌૢ □  ৰਜ৽ୡのあるઇ৩による౸

౸ੑ
ౝ ౸ઍ・্১ ౝごとのง৯ఏ



3rdQ

1ౝ Teamsણ৷ & ਓ৾৴ઇ (1) Teamsのણ৷১を৶ੰできる.
੫৹ਪણのਤめ্, ਔਡを৶ੰできる.

2ౝ Teamsણ৷ & ਓ৾৴ઇ (2) ੫৹ਪをਤめ, Teamsをણ৷し, ઊち়わせをৰす
る.

3ౝ Teamsણ৷ & ਓ৾৴ઇ (3) ੫に౫し, そのਛટおよびデータやAIણ৷とのঢ়
わりをレポートとしてまとめる.

4ౝ データサイエンス(1) データをిજに੭し, そのりඞい্১, ਔহඨに
ついて৶ੰできる.

5ౝ データサイエンス(2) データのரథを৶ੰし, ిજなグラフをਛできる.

6ౝ データサイエンス(3) ৰデータのಆをৢして, ২ਯীഘ, ヒストグラムにつ
いて৶ੰできる.

7ౝ データサイエンス(4) ৰデータのಆをৢして, データのソート্১につい
て৶ੰできる.

8ౝ データサイエンス(5) ৰデータのಆをৢして, データの৻க(க, র
ఙக, ਈᄄக)について৶ੰできる.

4thQ

9ౝ データサイエンス(6) ৰデータのಆをৢして, データのばらつき(ীങ, ఏ
ု୷)について৶ੰできる.

10ౝ データサイエンス(7) ৰデータのಆをৢして, ຢひげ, ങഘについて৶
ੰできる.

11ౝ データサイエンス(8) ৰデータのಆをৢして, ৼঢ়, ৼঢ়બਯについて৶ੰ
できる.

12ౝ データサイエンス(9) ৰデータのಆをৢして, ਈ৵ଭ১について৶ੰで
きる.

①

④

②

③

⑥

⑤
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13ౝ データサイエンス(10) 実データのಆを通して, 回షઉについて理解でき
る.

14ౝ データサイエンス(11) 実データのಆを通して, 決定બ数について理解でき
る.

15ౝ データサイエンス(12) 実データのಆを通して, データの分ෲやટ関બに
ついて理解できる.

16ౝ ౸業௬価アンケート
௬価સ合

ୡ 発表 相൩௬価 ଙ度 ポートフォリオ その 合計
総合௬価સ合 0 20 0 0 10 70 100
基ຊ的ચ力 0 10 0 0 0 40 50
௧的ચ力 0 0 0 0 0 0 0
分野૯的ચ力 0 10 0 0 10 30 50

⑦
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୕ৈಉ௧৾ૅ ৫年২ ഥਮ03年২ (2021年২) ౸ఐ৯ データサイエンス⋜
ఐ৯੦ຊੲਾ
ఐ৯ಀ 0029 ఐ৯યী ௧ / ఊ
౸ଙ ౸ ਜ਼のரશとਜ਼ਯ ၎ఊਜ਼: 1
৫ਝ৾ఐ ૹ௩৾ఐ ৌ৾年 1
৫ਝ  ౝৎਯ 2
ઇఐછ/ઇ౫
૿ਊઇ৩ ৗ৫ ෞ, 
৯・ง৯ఏ
ਯ৶データサイエンス・AI, ੲਾリテラシー, セキュリティಉを৾ఊし, ০のੲਾ৲会での日ଞেણやலহಉのৃએでણ৷することができる
੦ຊಞുをମにつけること.
会ੲિや会でのৰ৾ぶことにより, 人中ੱのిજなਖ਼ができ, ৾ఊしたੴやスキルಉをହ, ણ৷できるようになること.
ঽらの௧৾ఐਰਗの৾েとのੈ৾ಆにより, ഓなଳਡでহをઅえるৡをମにつけること.
(1) データのりඞい
(2) データのীෲ
(3) ੫ણとਯ৶データサイエンス・AIとのঢ়わり
ルーブリック

৶୳なงレベルの৯ ఏなงレベルの৯ งレベルの৯
௬ඨ৯1
(データのりඞい)

データをిજにඞうことができ, ਹ
৷১のถについてହできる. データをిજにඞうことができる. データをిજにඞうことができな

い.
௬ඨ৯2
(データのীෲ)

ৰデータをిજにীෲでき, ટを
ਫしくହできる.

ৰデータをীෲし, ટをହでき
る.

ৰデータをীෲできず, ટをହ
できない.

௬ඨ৯3
(੫ણとਯ৶データサイエンス
・AIとのঢ়わり)

૿ਊ੫をౄীに৹ਪし, ిજな
౫に੦づきレポートをまとめ, ੫
ણとਯ৶データサイエンス・
AIとのঢ়わりについてഓなଳ
ਡからౄীにઅできる.

૿ਊ੫を৹ਪし, ౫に੦づきレ
ポートをまとめ, ੫ણとਯ৶デ
ータサイエンス・AIとのঢ়わりに
ついてഓなଳਡからઅでき
る.

૿ਊ੫を৹ਪし, ౫に੦づきレ
ポートをまとめることができない.
੫ણとਯ৶データサイエンス
・AIとのঢ়わりについてઅでき
ない.

৾ఐのง৯ఏඨ৯とのঢ়બ
ઇ্১ಉ

ਏ
「データサイエンス⋛」「データサイエンス⋜」をৢして, ધ৶ਖわずৈ௧েが৾ఊすべきੲਾૼにঢ়するリテラシー
, ਯ৶データサイエンス・AIやセキュリティを৾ぶ.
ੴだけではなく, 会におけるਏਙをৰをৢして৾んだり, ৰデータを৷いたಆをৰᄷすることで, ਠৰ会の
ୖৄ・ੰৠৡとిજなણ৷১のఊ੭のための੦ຊಞുをମにつける.

౸のਤめ্と౸
ઍ・্১

ଝおよびৰデータを৷いたಆを中ੱに౸をਤめる.
ਓ৾৴ઇでは，できるだけ৸৾ఐの৾েからなるチームをଡਛし, チームで૿ਊ੫を৹ਪ, ౫するとともに, デ
ータやAIણ৷とのঢ়わりをチームで৮し, レポートとしてまとめる.

ିਔਡ

<௬>
，ポートフォリオ，その(レポートಉ)を়に௬する．௬は，20%，ポートフォリオ10%，その
70%のસ়とする．ਜ਼ੳには50ਡਰの௬がਏである．

<୯ੳୡ>
௬が50ਡにたないは，ൢいলにより୯ੳのためのୖをਭけることができる．୯ੳୖのટ，ਜ਼のఊ੭がੳ
められたにあっては，その௬を50ਡとする．

<౸ੑ>
౸ੑは, ৾েの৶ੰ২ಉにૢじてಌするৃ়がある.

౸のരਙ・၎ఊのયী
厕  アクティブラーニング 厕  ICT ਹ৷ 厕  ೫࿒౸ৌૢ □  ৰਜ৽ୡのあるઇ৩による౸

౸ੑ
ౝ ౸ઍ・্১ ౝごとのง৯ఏ



3rdQ

1ౝ Teamsણ৷ & ਓ৾৴ઇ (1) Teamsのણ৷১を৶ੰできる.
੫৹ਪણのਤめ্, ਔਡを৶ੰできる.

2ౝ Teamsણ৷ & ਓ৾৴ઇ (2) ੫৹ਪをਤめ, Teamsをણ৷し, ઊち়わせをৰす
る.

3ౝ Teamsણ৷ & ਓ৾৴ઇ (3) ੫に౫し, そのਛટおよびデータやAIણ৷とのঢ়
わりをレポートとしてまとめる.

4ౝ データサイエンス(1) データをిજに੭し, そのりඞい্১, ਔহඨに
ついて৶ੰできる.

5ౝ データサイエンス(2) データのரథを৶ੰし, ిજなグラフをਛできる.

6ౝ データサイエンス(3) ৰデータのಆをৢして, ২ਯীഘ, ヒストグラムにつ
いて৶ੰできる.

7ౝ データサイエンス(4) ৰデータのಆをৢして, データのソート্১につい
て৶ੰできる.

8ౝ データサイエンス(5) ৰデータのಆをৢして, データの৻க(க, 中
ఙக, ਈᄄக)について৶ੰできる.

4thQ

9ౝ データサイエンス(6) ৰデータのಆをৢして, データのばらつき(ীങ, ఏ
ု୷)について৶ੰできる.

10ౝ データサイエンス(7) ৰデータのಆをৢして, ຢひげ, ങഘについて৶
ੰできる.

11ౝ データサイエンス(8) ৰデータのಆをৢして, ৼঢ়, ৼঢ়બਯについて৶ੰ
できる.

12ౝ データサイエンス(9) ৰデータのಆをৢして, ਈ৵ଭ১について৶ੰで
きる.

①

④

②

③

⑥

⑤
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13ౝ データサイエンス(10) 実データのಆを通して, 回షઉについて理解でき
る.

14ౝ データサイエンス(11) 実データのಆを通して, 決定બ数について理解でき
る.

15ౝ データサイエンス(12) 実データのಆを通して, データの分ෲやટ関બに
ついて理解できる.

16ౝ ౸業௬価アンケート
௬価સ合

ୡ 発表 相൩௬価 ଙ度 ポートフォリオ その 合計
総合௬価સ合 0 20 0 0 10 70 100
基ຊ的ચ力 0 10 0 0 0 40 50
௧的ચ力 0 0 0 0 0 0 0
分野૯的ચ力 0 10 0 0 10 30 50

⑦
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必修・必履修

機械システム工学科

ディプロマポリシー １年⽣ ２年⽣ ３年⽣ ４年⽣ ５年⽣

体育Ⅴ

保健 英語圏異文化実習 英語圏異文化実習 英語圏異文化実習

音楽/美術/書道 比較社会文化論

DP1：

実社会で活用できる科

学的基礎知識とリベラ

ルアーツをを身につけ

ている

工学基礎

（教養科目） 体育Ⅰ 体育Ⅱ 体育Ⅲ 体育Ⅳ

地理 歴史Ⅰ 歴史Ⅱ 公共社会論

物理学ⅠA 物理学ⅠB 物理学ⅡA 物理学ⅡB 物理学Ⅲ

思想文化論

現代産業論

総合国語ⅠA 総合国語ⅠB 総合国語ⅡA 総合国語ⅡB 総合国語ⅢA 総合国語ⅢB 国語表現

英語表現Ⅰ 英語表現Ⅱ 英語表現Ⅲ 英語演習Ⅰ 英語演習Ⅱ

英会話Ⅰ 英会話Ⅱ

日本語と文化

総合英語Ⅰ 総合英語Ⅱ 総合英語Ⅲ 総合英語Ⅳ 総合英語Ⅴ 総合英語Ⅵ

弾塑性力学

基礎材料工学Ⅰ

基礎数学AⅠ 基礎数学AⅡ 微分積分学Ⅰ 微分積分学Ⅱ 解析学Ⅰ 解析学Ⅱ

基礎数学C

化学ⅠA 化学ⅠB 化学ⅡA 化学ⅡB

基礎数学BⅠ 基礎数学BⅡ 線形代数Ⅰ 線形代数Ⅱ 確率と統計 総合数学

機械実験Ⅰ 機械実験Ⅱ

DP2：

専門基盤知識を修得

し，実験・実習および演

習・実技を通してその

知識を社会実装に応

用・実践できる

ダイナミクス

計測・制御

工業力学Ⅰ 工業力学Ⅱ

基礎材料工学Ⅱ 材料力学Ⅰ 材料力学Ⅱ 材料力学Ⅲ

工学基礎

（専門科目） 応用物理 応用数学Ⅱ

応用数学Ⅰ 応用数学Ⅲ

情報処理 プログラミング

機械製図Ⅰ 機械製図Ⅱ CAD工学 機械設計Ⅰ 機械設計Ⅱ

製造と加工Ⅰ 製造と加工Ⅱ

基礎研究 卒業研究

設計製図Ⅰ 設計製図Ⅱ 生産管理

エネルギー機械

材料強度学 材料工学

DP3：

AI・データサイエンスに

関する情報科学の素養

とビジネスの視点を身に

付け，新たな価値の創

データサイエンスⅠ データサイエンスⅡ AI・MOTⅠ AI・MOTⅡ AI・ロボット科目 AI・ロボット科目

インターンシップ

実験・実習・

演習 メカトロニクス入門 メカトロニクスⅠ メカトロニクスⅡ 機械システム工学特論

機械実習Ⅰ 機械実習Ⅱ 機械実習Ⅲ

熱力学Ⅰ 熱力学Ⅱ 伝熱工学

流体工学Ⅰ 流体工学Ⅱ

振動工学

数値解法

設計・生産

材料，加工

機械力学 計測制御 制御工学

機構学
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必修・必履修

工学基礎系

電力システム論Ⅰ 電力システム論Ⅱ

電気法規・施設管理
電気工学系

(電気電子：V-C)
DP２．電気工

学，電子工学，

情報工学の専

門基盤知識を

修得し，実験・

実習および演

習・実技を通し

てその知識をも

のづくり，創造的

技術開発に応

用・実践できる

応用数学Ⅰ

工学基礎系

一般教養科目

(Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ,Ⅳ）

DP1.　実社会で

活用できる科学

的基礎知識とリ

ベラルアーツを

身に付けている

化学ⅠA 化学ⅠB 化学ⅡA 化学ⅡB

応用数学Ⅱ

応用数学Ⅲ

応用物理

英語圏異文化実習 英語圏異文化実習

基礎数学C

物理学ⅠA 物理学ⅠB 物理学ⅡA 物理学ⅡB

エネルギー力学

総合英語Ⅰ

英語表現Ⅰ

総合国語ⅠA 総合国語ⅠB

地理

体育Ⅰ

情報処理Ⅰ

英会話Ⅰ 英会話Ⅱ

保健

音楽/美術/書道

物理学Ⅲ

基礎数学AⅠ 基礎数学AⅡ 微分積分学Ⅰ 微分積分学Ⅱ 解析学Ⅰ 解析学Ⅱ

基礎数学BⅠ 基礎数学BⅡ 線形代数Ⅰ 線形代数Ⅱ

DP3. AI・データサイエ

ンスに関する情報科学

の素養とビジネスの視

点を身に付け新たな価

値の創造に挑戦できる.

システム工学実験Ⅱ

システム工学実験Ⅲ

情報システム実習

インターンシップ

基礎研究

電子回路Ⅰ 電子回路Ⅱ 電子工学

電気電子基礎工学実験

プログラミング学Ⅰ

ロボティクス設計

信号処理工学Ⅰ 信号処理工学Ⅱ

データサイエンスⅠ データサイエンスⅡ AI・MOTⅠ AI・MOTⅡ

情報システム設計 AI・機械学習論 AI・ロボット科目群

卒業研究

AI・ロボット科目群 AI・ロボット科目群

情報システム工学

ロボット工学Ⅱ

情報通信工学

電子工学系

(電気電子：V-C)

情報工学系

(電気電子：V-C)

実験・実習系

(Ⅵ-C)

電気電子基礎 基礎電気工学 電気回路Ⅰ 電気回路Ⅱ 電気回路Ⅲ 電気回路Ⅳ 電気工学特講

AI・ロボット科目群

プログラミング学Ⅱ プログラミング学Ⅲ

電気電子工学実験 システム工学実験Ⅰ

ロボット力学

電気機械Ⅱ

計測工学Ⅰ

電気機械Ⅰ

３年生

電気材料

情報処理Ⅱ

制御工学Ⅰ 制御工学Ⅱ

ロボット工学Ⅰ

5年生4年生

電気磁気学Ⅰ 電気磁気学Ⅱ 電気磁気学Ⅲ 電気磁気学Ⅳ

設計製図Ⅰ

計測工学Ⅱ

総合英語Ⅱ

英語表現Ⅱ

総合国語ⅡA 総合国語ⅡB

歴史Ⅰ

体育Ⅱ 体育Ⅳ

確率と統計 総合数学

電気制御システム工学科

システム工学

体育Ⅴ

日本語と文化

総合英語Ⅳ 総合英語Ⅴ 総合英語Ⅵ

設計製図Ⅱ

英語演習Ⅰ 英語演習Ⅱ

国語表現

総合英語Ⅲ

英語表現Ⅲ

総合国語ⅢA 総合国語ⅢB

公共社会論 　比較社会文化論/思想文化論/現代産業論

技術者倫理

歴史Ⅱ

体育Ⅲ

英語圏異文化実習

ディプロマポリシー 1年生 ２年生
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物質化学工学科

ディプロマポリシー
1年生 ２年生 ３年生 4年生 5年生

総合英語Ⅴ 総合英語Ⅵ

英語表現Ⅰ 英語表現Ⅱ 英語表現Ⅲ 英語演習Ⅰ 英語演習Ⅱ

DP1：実社

会で活用で

きる科学的

基礎知識とリ

ベラルアー

ツを身に付

けている

工学基礎（一

般科目）

総合英語Ⅰ 総合英語Ⅱ 総合英語Ⅲ 総合英語Ⅳ

英会話Ⅰ 英会話Ⅱ 英語圏異文化実習 英語圏異文化実習

音楽／美術／書道 現代産業学

体育Ⅰ 体育Ⅱ 体育Ⅲ 体育Ⅳ

比較社会文化論

地理 歴史Ⅰ

英語圏異文化実習

総合国語ⅠA 総合国語ⅠB 総合国語ⅡA 総合国語ⅡB 総合国語ⅢA 総合国語ⅢB 国語表現 日本語と文化

歴史Ⅱ 公共社会論 思想文化論

物理学Ⅲ

基礎数学BⅠ 基礎数学BⅡ 線形代数Ⅰ 線形代数Ⅱ 確率と統計 総合数学

体育Ⅴ

保健

基礎数学AⅠ 基礎数学AⅡ 微分積分学Ⅰ 微分積分学Ⅱ 解析学Ⅰ 解析学Ⅱ

DP2：有機

化学，無機

化学，分析

化学，物理

化学，生物

化学，化学

工学の各分

野からなる

専門知識と

技術を体系

的に理解・

修得すること

により社会や

自然に及ぼ

す影響や効

果を理解し，

その知識を

活用した新

たな物質・材

料や新技術

を創造する

能力を身に

付け，他者と

協働して化

学に関する

問題に取り

組むことが

できる

工学総合系

有機化学系

有機化学Ⅰ

基礎数学C

物理学ⅠA 物理学ⅠB 物理学ⅡA 物理学ⅡB

応用数学Ⅰ 応用数学Ⅱ

化学ⅠA 化学ⅠB 化学ⅡA 化学ⅡB

高分子化学Ⅱ

高分子化学Ⅰ

応用物理Ⅰ 応用物理Ⅱ 応用物理Ⅲ

材料工学

環境科学

生物化学系

生物学 基礎生物化学 生物化学Ⅰ 生物化学Ⅱ 遺伝子工学

有機化学Ⅱ 有機化学Ⅲ

有機化学実験

有機化学Ⅳ 有機化学Ⅴ

分析化学実験

無機化学Ⅱ

無機化学Ⅰ

無機化学実験

無機化学Ⅲ 無機化学Ⅳ

生物有機化学

生物化学実験

分子生物学 応用微生物学

分析化学Ⅰ 分析化学Ⅱ 機器分析Ⅰ 機器分析Ⅱ

工業化学

無機化学・分

析化学系

卒業研究

特別実験 基礎研究

基礎化学工学 化学工学Ⅰ

化学工学実験

反応化学工学

実験・実習系

インターンシップ

物質化学基礎実験 機器分析実験

物理化学・化

学工学系

物理化学Ⅰ 物理化学Ⅱ 物理化学Ⅲ

物理化学実験

化学工学Ⅱ

必修・必履修

DP3：AI・デー

タサイエンス

に関する情報

科学の素養と

ビジネスの視

点を身に付

け，新たな価値

の創造に挑戦

できる

情報・技術者

倫理入門
情報処理Ⅰ 情報処理Ⅱ AI・MOTⅠ AI・MOTⅡ

データサイエンス

Ⅰ

データサイエンス

Ⅱ
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必修・必履修

卒業研究

インターンシップ

創造工学設計Ⅰ 創造工学設計Ⅱ

電子情報工学実験ⅠA 電子情報工学実験ⅠB 電子情報工学実験ⅡA 電子情報工学実験ⅡB 電子情報工学実験ⅢA 電子情報工学実験ⅢB 電子情報工学実験Ⅳ 基礎研究

情報ネットワーク 離散数学

情報理論

コンピュータシステムⅠ コンピュータシステムⅡ コンピュータシステムⅢ オペレーティングシステム ソフトウェア工学

電子情報数学Ⅰ 電子情報数学Ⅱ プログラミングⅢ 通信システム

体育Ⅱ 体育Ⅲ 体育Ⅳ 体育Ⅴ

電気回路Ⅱ 電気回路Ⅲ 制御工学

英会話Ⅰ 英会話Ⅱ 環日本海諸国語Ⅰ 環日本海諸国語Ⅱ

電気回路Ⅰ

総合国語ⅢA 総合国語ⅢB 国語表現 日本語と文化

音楽/美術/書道 現代産業論

思想文化論

地理 歴史Ⅰ 歴史Ⅱ 公共社会論 比較社会文化論

英語演習Ⅰ 英語演習Ⅱ

総合英語Ⅱ 総合英語Ⅲ 総合英語Ⅳ 総合英語Ⅴ

技術英語

化学ⅠA 化学ⅠB 化学ⅡA 化学ⅡB 応用物理Ⅰ 応用物理Ⅱ 応用物理Ⅲ

電子情報工学科

基礎数学AⅠ 基礎数学AⅡ 微分積分学Ⅰ 微分積分学Ⅱ 解析学Ⅰ 解析学Ⅱ 応用数学Ⅰ 応用数学Ⅱ 応用数学Ⅲ 応用数学Ⅳ

工学基礎系

一般教養科目

DP1.　国内外の

実社会で活用で

きる科学的基礎

知識とリベラル

アーツを身に付

けている.

総合国語ⅠＡ1 総合国語ⅠＢ 総合国語ⅡA 総合国語ⅡB

物理学ⅡA 物理学ⅡB 物理学Ⅲ

総合英語Ⅵ

英語表現Ⅰ 英語表現Ⅱ 英語表現Ⅲ

ディジタル信号処理 コンピュータ計測

ディプロマポリシー 1年生 ２年生 ３年生 4年生 5年生

総合英語Ⅰ

基礎数学BⅠ 基礎数学BⅡ 線形代数Ⅰ 線形代数Ⅱ 確率と統計 総合数学 数学特講Ⅰ 数学特講Ⅱ

基礎数学C 基礎科学実験

物理学ⅠA 物理学ⅠB

実験・実習・演

習

ソフトウェア

通信ネットワー

ク・電子情報シ

ステム

ハードウェア

DP2.　ハードウ

エア，ソフトウェ

ア，通信ネット

ワーク・システム

の専門基盤知

識を修得し, 実

験・実習・演習

を通して, その

知識を社会実

装に応用・実践

できる.

データサイエンスⅠ データサイエンスⅡ

DP3. AI・データ

サイエンスに関

する情報科学の

素養とビジネス

の視点を身に付

け新たな価値の

創造に挑戦でき

る.

総合国語ⅠＡ2

体育Ⅰ

保健

電子情報基礎

メディア工学Ⅰ メディア工学Ⅱ

AI・MOTⅠ AI・MOTⅡ

創造工学設計Ⅰ

基礎電気Ⅰ 基礎電気Ⅱ

電子回路Ⅰ 電子回路Ⅱ 電子回路Ⅲ センサ工学 電子システム 電気電子回路

電子情報数学Ⅲ 電気磁気学Ⅰ 電気磁気学Ⅱ 電波工学

プログラミングⅠ プログラミングⅡ アルゴリズムとデータ構造Ⅰ アルゴリズムとデータ構造Ⅱ 数値計算 計算工学
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必修・必履修

国際ビジネス学科

体育Ⅴ

DP2.ビジネ
ス，外国語
と異文化理
解，情報処
理の専門
基盤知識と
能力を総合
的に習得
し，実習や
演習を通し
てその知識
や能力を活
用し，ビジ
ネスの場面
で応用・実
践すること
ができる

経営学・商学系

DP1.国内
外の実社
会で活用で
きる科学的
基礎知識と
リベラル
アーツを身
に付けてい

る

経営学基礎系
一般教養科目

比較社会文化論

現代産業論

地理 歴史Ⅰ 歴史Ⅱ 公共社会論 思想文化論

保健 音楽/美術/書道

体育Ⅰ 体育Ⅱ 体育Ⅲ 体育Ⅳ

総合国語ⅠA1 総合国語ⅠB 総合国語ⅡA 総合国語ⅡB 総合国語ⅢA 日本語と文化

総合国語ⅠA2 総合国語ⅠC 言語学Ⅰ 言語学Ⅱ 教養基礎

英会話ⅠB 英会話ⅡB

環日本海諸国語ⅠA
中国語/韓国語/ロシア語

環日本海諸国語ⅠB
中国語/韓国語/ロシア語

環日本海諸国語ⅢA
中国語/韓国語/ロシア語

環日本海諸国語ⅢB
中国語/韓国語/ロシア語

環日本海諸国語ⅤA

中国語/韓国語/ロシア語

環日本海諸国語ⅤB

中国語/韓国語/ロシア語

環日本海諸国語ⅡA
中国語/韓国語/ロシア語

環日本海諸国語ⅡB
中国語/韓国語/ロシア語

環日本海諸国語ⅣA
中国語/韓国語/ロシア語

環日本海諸国語ⅣB
中国語/韓国語/ロシア語

英語表現Ⅰ 英語表現Ⅱ

英会話ⅠA 英会話ⅡA 英会話Ⅲ 英会話Ⅳ 英会話Ⅴ

総合国語ⅢB 国語表現

理科ⅠB 理科ⅡA 理科ⅡB

総合英語Ⅰ 総合英語Ⅱ 総合英語Ⅲ 総合英語Ⅳ 総合英語Ⅴ 総合英語Ⅵ

英　　　語　　　圏　　　異　　　文　　　化　　　実　　　習

環　日　本　海　諸　国　異　文　化　実　習

AI・MOTⅠ AI・MOTⅡ

環日本海社会経済史Ⅳ 国際関係概論

環日本海諸国語演習Ⅰ 環日本海諸国語演習Ⅱ 環日本海諸国語表現Ⅰ 環日本海諸国語表現Ⅱ ビジネス環日本海諸国語

環日本海諸国語演習Ⅲ

卒     業     研     究

ビジネス英語演習Ⅱビジネス英語演習Ⅰ

異文化コミュニケーション論

環日本海社会経済史Ⅱ 環日本海社会経済史Ⅲ

雇用関係法Ⅰ

国際ビジネス論

会計学概論Ⅰ 会計学概論Ⅱ 管理会計論Ⅰ 原価企画論Ⅰ

データベース論

マーケティング戦略論

国際物流論

情報基礎Ⅲ 情報基礎Ⅳ

管理会計論Ⅱ 原価企画論Ⅱ

金融論

法学概論Ⅰ 法学概論Ⅱ 民法Ⅰ 雇用関係法Ⅱ民法Ⅱ

ディプロマポリシー １年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生

経営情報Ⅱ

物流管理論物流概論Ⅱ

経営管理論Ⅰ 経営管理論Ⅱ 経営組織論Ⅰ 経営組織論Ⅱ 経営戦略論Ⅰ 経営戦略論Ⅱ

情報基礎Ⅰ 情報基礎Ⅱ

数学ⅠA 数学ⅠB 数学ⅡA 数学ⅡB 数学ⅢA 数学ⅢB

理科ⅠA

データサイエンスⅠ データサイエンスⅡ

DP3.AI・データサイエン

スに関する情報科学の

素養とビジネスの視点を

身に付け，新たな価値

の創造に挑戦できる

商学概論Ⅰ 商学概論Ⅱ マーケティング論 流通論

経営学
関連科目

外国語系

環日本海諸国語表現Ⅲ

英語演習Ⅰ 英語演習Ⅱ
ビジネス

英語

経済学概論Ⅰ 経済学概論Ⅱ

経営情報Ⅰ

物流概論Ⅰ

時事英語

講読

インターンシップ
演習・実習

ビジネスゼミナールⅠ ビジネスゼミナールⅡ

環日本海社会経済史Ⅰ
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必修・必履修

環日本海諸国語Ⅱ

総合国語ⅠA1 総合国語ⅠB 総合国語ⅡA 総合国語ⅡB 総合国語ⅢA 総合国語ⅢB

体育Ⅴ

国語表現

総合国語ⅠA2

地理 歴史Ⅰ 歴史Ⅱ 公共社会論

体育Ⅰ 体育Ⅱ 体育Ⅲ 体育Ⅳ

電気・電子工学A 電気・電子工学B 電気・電子工学C 電気・電子工学D 計測制御工学

航海概論A 航海概論B

航海測位論B 航海測位論C

総合英語Ⅲ 総合英語Ⅳ

環日本海諸国語Ⅰ

英語表現Ⅱ 英語表現Ⅲ 英語演習Ⅰ

ディプロマポリシー

解析学Ⅰ 解析学Ⅱ

基礎数学BⅠ 基礎数学BⅡ 線形代数Ⅰ

総合英語Ⅴ 総合英語Ⅵ

英語表現Ⅰ 英語演習Ⅱ

1年生 ２年生 ３年生 4年生 5年生 実習生

基礎科学実験

化学ⅠA 化学ⅠB 化学ⅡA 化学ⅡB

物理学Ⅲ物理学ⅡA 物理学ⅡB物理学ⅠB

総合英語Ⅰ

線形代数Ⅱ 総合数学

基礎数学AⅠ 基礎数学AⅡ 微分積分学Ⅰ 微分積分学Ⅱ

保健

DP2．専門基盤知識を修

得し，実験・実習および

演習・実技を通してその

知識を国際海上輸送分

野で応用・実践できること

とし，航海コースでは航海

学の素養を身に付け，社

会基盤の担い手としての

視点を持ち，新たな価値

創造に挑戦できる。機関

コースでは機関学の素養

を身に付け，ライフライン

の担い手としての視点を

持ち，新たな価値創造に

挑戦できる。

地文航法

天文航法

航海計器

電波航法

載貨

操船論

海洋気象

DP1．国内外の実社会で

活用できる科学的基礎知

識とリベラルアーツを身に

付けている。

工学基礎系

一般教養科目

総合的な学習経験と

創造的思考力
キャリアデザイン

実験実習

海洋基礎実習

音楽/美術/書道

英会話Ⅰ 英会話Ⅱ

物理学ⅠA

校内練習船実習
校内練習船実習A 校内練習船実習B

総合英語Ⅱ

船舶基礎力学B船舶基礎力学A機関概論B
乗

船

実

習

!
6

ヶ

月

#

乗

船

実

習

!
5

ヶ

月

#

船舶安全学A 船舶安全学B 海事法A 海事法B

流体力学

校内練習船実習C 校内練習船実習D

インターンシップ

航海英語A 航海英語B

航海測位論A

DP3．AI・データサイエン

スに関する情報科学の素

養とビジネスの視点を身

に付け，新たな価値の創

造に挑戦できる。

情報処理

データサイエンスⅠ データサイエンスⅡ AI・MOTⅠ

航海情報システム演習

航海学ゼミナールA 航海学ゼミナールB

船舶工学
乗

船

実

習

!
1

ヶ

月

#

航法機器A 航法機器B

卒業研究

機関概論A

商船学科航海コース

実験実習A 実験実習B 実験実習C

日本語と文化 比較社会文化論/現代産業論/思想文化論

確率統計

航海法規

海事法規
海上交通法 海上運送論 海事政策論

船舶海洋工学

海洋気象学 海洋科学

海事応用数学

運用概論A 運用概論B 船体運動学

船体管理論A 船体管理論B
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必修・必履修

商船学科機関コース

1年生 ２年生 ３年生 4年生 5年生 実習生
ディプロマポリシー

物理学Ⅲ

解析学Ⅰ 解析学Ⅱ

基礎数学BⅠ 基礎数学BⅡ 線形代数Ⅰ 線形代数Ⅱ

確率統計

総合数学

基礎数学AⅠ 基礎数学AⅡ 微分積分学Ⅰ 微分積分学Ⅱ

基礎科学実験

物理学ⅠA 物理学ⅠB 物理学ⅡA 物理学ⅡB

総合英語Ⅴ 総合英語Ⅵ

英語表現Ⅰ 英語表現Ⅱ 英語表現Ⅲ 英語演習Ⅰ 英語演習Ⅱ

総合英語Ⅰ 総合英語Ⅱ 総合英語Ⅲ 総合英語Ⅳ

化学ⅠA 化学ⅠB 化学ⅡA 化学ⅡB

英会話Ⅰ 英会話Ⅱ 環日本海諸国語Ⅰ 環日本海諸国語Ⅱ

総合国語ⅠA1 総合国語ⅠB 総合国語ⅡA 総合国語ⅡB 総合国語ⅢA 総合国語ⅢB

音楽/美術/書道

体育Ⅰ 体育Ⅱ 体育Ⅲ 体育Ⅳ 体育Ⅴ

国語表現

総合国語ⅠA2

地理 歴史Ⅰ 歴史Ⅱ 公共社会論

日本語と文化 比較社会文化論/現代産業論/思想文化論

内燃機関工学B 内燃機関学

蒸気工学 蒸気・ガスタービン

保健

DP2．専門基盤知識を修

得し，実験・実習および

演習・実技を通してその

知識を国際海上輸送分

野で応用・実践できること

とし，航海コースでは航海

学の素養を身に付け，社

会基盤の担い手としての

視点を持ち，新たな価値

創造に挑戦できる。機関

コースでは機関学の素養

を身に付け，ライフライン

の担い手としての視点を

持ち，新たな価値創造に

挑戦できる。

内燃機関学

蒸気工学

機関概論A 機関概論B 内燃機関工学A

航海概論B

実験実習A

総合的な学習経験と

創造的思考力

DP1．国内外の実社会で

活用できる科学的基礎知

識とリベラルアーツを身に

付けている。

工学基礎系

一般教養科目

舶用補助機械工学

電気•電子工学A 電気•電子工学B 電気•電子工学C 電気•電子工学D 電機システム 計測制御工学

船舶基礎力学A 船舶基礎力学B 材料力学A 材料力学B 材料学

乗

船

実

習

!
6

ヶ

月

#

工業熱力学A 工業熱力学B 流体力学

乗

船

実

習

!
5

ヶ

月

#

船舶海洋工学

海事応用数学

機関学ゼミナール 卒業研究

航海概論A 海事法 A 海事法 B

船舶安全学A 船舶安全学B 商船運航実務

機関英語A 機関英語B

乗

船

実

習

!
1

ヶ

月

#

キャリアデザイン

流体力学

伝熱工学

電気電子工学

制御工学

材料力学

船舶基礎工学

DP3．AI・データサイエン

スに関する情報科学の素

養とビジネスの視点を身

に付け，新たな価値の創

造に挑戦できる。

情報処理
データサイエンスⅠ データサイエンスⅡ AI・MOTⅠ

実験実習B 実験実習C

校内練習船実習

海洋基礎実習

校内練習船実習A 校内練習船実習B 校内練習船実習C 校内練習船実習D

インターンシップ

設計製図

実験実習

機械加工実習 設計製図A 設計製図B
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富⼭⾼等専⾨学校 数理・データサイエンス・AI教育プログラム
「数理・データサイエンス・AI」は、デジタルトランスフォーメーション（DX）社会の「読み・書き・そろばん」です。
富⼭⾼等専⾨学校では、平成29年度⼊学⽣から全学科（機械システム、電気制御システム、物質化学、電⼦情報、国際ビジネス、
商船）の学⽣に対し、数理・データサイエンス・AI教育（リテラシーレベル）を実施しています。さらに、令和2年度には富⼭⾼
専全学科共通のディプロマポリシーの⼀つに、「AI・データサイエンス」を取り⼊れるとともに、全国の国⽴⾼専の取り組みであ
るCOMPASS5.0 AI・数理データ分野の拠点校に認定されました。令和3年からの新カリキュラムでは, 1年⽣の全学必修科⽬
「データサイエンスⅠ,Ⅱ」を開講し、教育プログラムの改善、進化に努めています。

①実施体制
委 員 会 等 役 割

校⻑ 運営責任者

数理・データサイエンス・AI
専⾨部会

教育プログラムの改善・進化
のための内部評価

教務委員会 教育プログラムの修了認定

⾃⼰点検委員会 教育プログラムの⾃⼰点検

COMPASS5.0運営委員会 教育内容の検討

②ディプロマポリシー（卒業認定⽅針）
富⼭⾼等専⾨学校は、専⾨知識・技術を有し、将来、研究開発やビジ
ネスをリードする能⼒を有した⼈材の育成（創意・創造）、⾃ら考え
主張し、⾏動する主体性を有した⼈材の育成（⾃主・⾃律）、豊かな
教養と倫理観を有し、他者や地球との共⽣の精神を有した⼈材の育成
（共存・共⽣）を理念としている。
本校ではこの理念に基づいて、以下の卒業認定に必要な能⼒を⾝に付
け、各学科が定める学習成果を上げた者に準学⼠の称号を授与する。
１ 国内外の実社会で活⽤できる科学的基礎知識とリベラルアーツを

⾝に付けている。
２ 専⾨基盤知識を修得し、実験・実習および演習・実技を通してそ

の知識を社会実装に応⽤・実践できる。
３ AI・データサイエンスに関する情報科学の素養とビジネスの視点

を⾝に付け、新たな価値の創造に挑戦できる。
４ ⾃分の意⾒を論理的に表現し、周囲と理解・尊重しあうコミュニ

ケーション⼒を⾝に付けている。

学科 科⽬名 学年 単位数

機械システム⼯学科
技術者倫理⼊⾨
情報基礎
情報処理Ⅰ
確率と統計

1年
1年
2年
3年

1
1
1
1

電気制御システム⼯学科
技術者倫理⼊⾨
情報基礎
ものづくり基礎⼯学実験
確率と統計

1年
1年
1年
3年

1
1
3
1

物質化学⼯学科
技術者倫理⼊⾨
情報基礎
情報処理Ⅰ
確率と統計

1年
1年
2年
3年

1
1
1
1

電⼦情報⼯学科
技術者倫理⼊⾨
情報基礎
電⼦情報⼯学実験Ⅰ
確率と統計

1年
1年
2年
3年

1
1
2
1

国際ビジネス学科

商学概論Ⅰ
情報基礎Ⅱ
情報基礎演習Ⅰ
情報基礎Ⅳ
情報基礎演習Ⅱ

1年
1年
1年
2年
2年

1
1
1
1
1

商船学科
情報処理Ⅰ
情報処理Ⅱ
確率と統計

1年
3年
3年

1
1
1

③科⽬ （平成2９年度〜令和２年度⼊学⽣）

機械システム⼯学科

データサイエンスⅠ
データサイエンスⅡ

1年
1年

1
1

電気制御システム⼯学科

物質化学⼯学科

電⼦情報⼯学科

国際ビジネス学科
商船学科

（令和３年度以降⼊学⽣）
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